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❶
近
江
の
渡
来
系
氏
族
と
渡
来
人
の
性
格

❷
近
江
に
お
け
る
文
字
文
化
の
受
容

お
わ
り
に

　

西
河
原
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る
近
江
出
土
の
古
代
木
簡
は
、
量
的
に
は
多
く
な
い
が
、
七
世
紀
後

半
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
律
令
国
家
成
立
期
の
中
央
と
地
方
の
動
向
を
、具
体
的
に
検
討
す
る
う
え
で
、

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
江
に
は
多
く
の
渡
来
系
氏
族
と
渡
来
人
が
、
居
住
し
て

お
り
、
近
江
に
お
け
る
文
字
文
化
の
受
容
に
あ
た
っ
て
、
渡
来
人
の
役
割
は
無
視
で
き
な
い
。

　

近
江
の
渡
来
系
氏
族
の
う
ち
、
倭
漢
氏
の
配
下
で
あ
る
漢
人
村
主
の
志
賀
漢
人
一
族
は
、
五
世
紀

末
か
ら
六
世
紀
の
初
頭
ご
ろ
に
、
河
内
や
大
和
か
ら
大
挙
こ
の
地
に
移
住
し
、
琵
琶
湖
の
水
運
を
活

用
し
た
物
流
の
管
理
な
ど
で
、
活
発
な
活
動
を
進
め
た
。
志
賀
漢
人
た
ち
は
、
当
時
の
蘇
我
氏
が
領

導
す
る
政
府
の
指
示
に
よ
り
、
近
江
各
地
に
所
在
し
た
施
設
に
派
遣
さ
れ
、
湖
上
交
通
を
活
用
し
た

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
主
と
し
て
文
書
・
書
類
（
木
簡
）
の
作
成
に
あ
た
っ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
。
彼
ら
が
、
中
央
で
活
動
す
る
渡
来
系
氏
族
・
渡
来
人
集
団
と
と
も
に
、
故
国
で
あ
る
韓
半

島
に
お
け
る
文
字
文
化
を
、
素
早
く
受
容
し
共
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
近
江
の
各
地
で
作
成
さ
れ
木

簡
な
ど
の
文
字
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

　

近
江
出
土
の
古
代
木
簡
で
も
っ
と
も
古
い
、
大
津
市
北
大
津
遺
跡
出
土
の
「
音
義
木
簡
」
が
和
訓

の
試
行
的
な
段
階
を
示
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
に
居
住
す
る
渡
来
人
集
団
、
志
賀
漢
人
が
、
五
世

紀
末
以
来
、
こ
の
地
域
に
移
住
し
活
動
す
る
中
で
、
中
央
で
達
成
さ
れ
た
行
政
的
な
文
書
の
作
成
技

術
を
導
入
し
、
様
々
な
工
夫
を
行
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
野
洲
市
西
河
原
遺
跡
群
出
土
木

簡
は
、
こ
の
地
に
所
在
し
た
施
設
の
運
営
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
、
志
賀
漢
人
の
一
族
の
関
与
を
具
体

的
に
示
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
陸
上
交
通
（
初
期
の
駅
路
）
と
琵
琶
湖
の
水
上
交
通
を
利
用
し
た
、

物
流
・
交
易
の
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
織
物
工
房
・
鍛
冶
工
房
・
木
器
工
房
な
ど
が
付
属
し

て
い
た
。
こ
こ
で
は
、徴
税
の
関
わ
る
業
務
や
出
挙
＝
貸
稲
に
関
わ
る
管
理
業
務
が
行
わ
れ
て
お
り
、

倉
庫
群
か
ら
出
土
し
た
木
簡
か
ら
、
そ
の
出
納
に
か
か
る
具
体
的
な
運
営
過
程
を
復
元
で
き
る
。
そ

の
施
設
は
、初
期
の
野
洲
郡
家
（
安
評
家
）
で
、駅
の
機
能
も
併
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

そ
し
て
、宮
ノ
内
六
号
木
簡
に
見
え
る
「
文
作
人
」
石
木
主
寸
文
通
は
、「
倉
札
」
の
作
成
者
で
あ
り
、

こ
の
地
に
居
住
す
る
志
賀
漢
人
一
族
が
、
文
書
の
作
成
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い

る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
漢
人
村
主
、
琵
琶
湖
の
物
流
、
郡
家
と
駅
家
、
文
書
行
政　

﹇
論
文
要
旨
﹈
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は
じ
め
に

　

近
江
出
土
の
木
簡
は
、
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
西
河
原
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る

古
代
木
簡
は
、
突
出
し
た
内
容
を
持
っ
て
お
り
、
特
に
律
令
国
家
成
立
期
の
中
央
と

地
方
の
動
向
を
、具
体
的
に
検
討
す
る
う
え
で
、重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。私
は
、

こ
れ
ま
で
、
近
江
出
土
の
木
簡
や
墨
書
土
器
な
ど
の
出
土
文
字
資
料
に
接
す
る
機
会

を
少
な
か
ら
ず
も
ち
、
そ
の
検
討
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
っ
ぽ
う
、
こ

れ
と
は
別
個
に
、
近
江
の
渡
来
人
や
渡
来
系
氏
族
の
実
態
に
つ
い
て
、
考
古
資
料
や

文
献
か
ら
や
や
詳
し
く
検
討
を
加
え
、
そ
の
一
端
は
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
文
字
文
化
の
受
容
と
い
う
視
点
か
ら
、
近

江
の
出
土
文
字
資
料
と
渡
来
人
・
渡
来
系
氏
族
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
検

討
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
共
同
研
究
で
、
近
江
が
そ
の
一
つ
の
調
査
・
研
究

の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
考
え
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
た

だ
、
近
江
出
土
文
字
資
料
に
、
韓
国
出
土
の
木
簡
や
金
石
資
料
の
影
響
が
強
く
み
ら

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
方
面
か
ら
の
論
究
が
あ
り
、
新
た
に
付
け
加
え

る
べ
き
点
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
え
よ
う

）
1
（

。
そ
こ
で
、
こ
の
文
で
は
、
こ
う
し
た

研
究
の
蓄
積
を
前
提
と
し
て
、
近
江
に
お
け
る
文
字
文
化
の
受
容
を
担
っ
た
人
々
に

焦
点
を
当
て
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
と
特
徴
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し

た
い
。
た
だ
そ
の
手
が
か
り
は
少
な
く
、
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
が
、
そ
の
中
間
報

告
と
し
た
い
。

❶
近
江
の
渡
来
系
氏
族
と
渡
来
人
の
性
格

　

近
江
に
居
住
す
る
渡
来
系
氏
族
と
渡
来
人
は
、
小
論
が
対
象
と
す
る
出
土
文
字
資

料
を
除
け
ば
、
大
半
が
律
令
期
の
文
献
資
料
に
よ
り
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
記
載
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
過
去
の
史
実
を
伝
え
る
も
の
か
、

ま
た
、
実
年
代
と
し
て
は
ど
こ
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
幸
い
近
江
に
お
い
て
は
、
考
古
学
の
デ
ー
タ
に
恵
ま
れ
、
渡

来
人
集
団
の
居
住
と
、
そ
の
活
動
が
他
地
域
に
比
べ
、
年
代
も
含
め
、
具
体
的
に
検

証
可
能
で
あ
り
、
文
献
資
料
と
考
古
学
の
デ
ー
タ
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
る
環
境
に
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
、そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
の
で

）
2
（

、
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
述
べ
、
出
土
文

字
資
料
の
具
体
的
な
検
討
の
前
に
、
近
江
の
渡
来
系
氏
族
と
渡
来
人
の
実
態
と
性
格

に
つ
い
て
、
ま
ず
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
『
坂
上
系
図
』
に
引
用
さ
れ
る
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
逸
文
に
は
、
応
神
朝
に
渡
来

し
た
倭
漢
氏
の
始
祖
阿
智
王
が
、
仁
徳
天
皇
の
こ
ろ
、
朝
鮮
三
国
に
離
散
し
て
い
た

同
郷
の
漢
人
を
来
日
さ
せ
る
こ
と
を
提
言
し
、
そ
の
大
半
が
後
の
大
和
国
高
市
郡
に

定
着
し
た
こ
と
、
や
が
て
高
市
郡
が
手
狭
に
な
っ
た
の
で
近
江
・
摂
津
な
ど
の
諸
国

に
分
置
し
た
と
あ
り
、
そ
れ
が
各
地
の
漢
人
村
主
の
お
こ
り
で
あ
る
と
す
る
渡
来
伝

説
が
み
え
る
。
そ
し
て
実
際
、
近
江
国
で
は
、
各
種
の
古
代
の
文
献
に
よ
っ
て
、
滋

賀
郡
を
本
拠
と
す
る
多
く
の
漢
人
村
主
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
主
要
の
も
の

を
あ
げ
る
と
、
大
友
村
主
・
大
友
曰
佐
・
大
友
漢
人
・
穴
太
村
主
・
穴
太
史
・
穴
太

野
中
史
、
錦
部
村
主
・
錦
部
曰
佐
、
大
友
但
波
史
・
大
友
桑
原
史
、
志
賀
史
・
登
美

史
・
槻
本
村
主
・
三
津
首
・
上
村
主
な
ど
で
、
九
世
紀
以
前
の
文
献
史
料
に
見
え
る
、

滋
賀
郡
の
古
代
人
名
の
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
後
の
滋
賀
郡
大
友
郷

を
本
拠
と
す
る
大
友
村
主
一
族
、
大
友
郷
南
部
の
穴
太
を
本
拠
と
す
る
穴
太
村
主
一

族
、
錦
部
郷
を
本
拠
と
す
る
錦
部
村
主
一
族
、
古
市
郷
を
本
拠
と
す
る
大
友
但
波
史

一
族
が
な
か
で
も
有
力
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
近
江
の
漢
人
村
主
は
近
江
へ
移
住
し
た
当
初
は
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
氏

族
に
分
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
志
賀
に
居
住
す
る
漢
人
と
し
て
、
志
賀
漢
人
と

呼
ば
れ
た
ら
し
い
。『
日
本
書
紀
』
推
古
一
六
年
（
六
〇
八
）
九
月
一
一
日
条
に
は
、

隋
の
使
者
裴
世
清
が
帰
国
す
る
際
、
小
野
臣
妹
子
を
大
使
と
す
る
遣
隋
使
が
派
遣
さ

れ
た
こ
と
が
み
え
る
。
そ
の
時
八
人
の
学
問
僧
が
同
行
し
て
い
る
が
、そ
の
中
に
は
、
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「
大
化
改
新
」
で
活
躍
す
る
高
向
漢
人
玄
理
や
南
淵
漢
人
請
安
の
ほ
か
、
近
江
出
身

と
み
ら
れ
る
志
賀
漢
人
慧
（
恵
）
隠
の
名
も
み
え
る
。
こ
う
し
た
漢
人
に
つ
い
て
は
、

「
新
漢
人
」
も
含
め
、
い
ま
だ
ウ
ジ
・
カ
バ
ネ
と
し
て
成
熟
し
て
お
ら
ず
、
通
称
と

し
て
表
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
慧
（
恵
）
隠
は
、
志
賀
に
居
住
す
る
漢
人
と
し

て
、
志
賀
漢
人
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
推
古
朝

ご
ろ
に
は
、
近
江
に
居
住
す
る
志
賀
漢
人
の
中
か
ら
、
早
く
も
遣
隋
学
問
僧
を
出
す

状
況
が
生
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
そ
の
一
族
で
あ
る
大
友
村
主
か
ら

も
、
推
古
一
〇
年
（
六
〇
二
）
一
〇
月
、
来
朝
し
た
百
済
僧
観
勒
に
天
文
遁
甲
を
学

ん
だ
高
聡
が
出
て
い
る
し
、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
四
月
、
桑
原
村
主
訶
都
が
、
天

武
の
侍
医
団
に
加
わ
り
、
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
朱
鳥
元

年
六
月
に
、
賜
姓
・
叙
位
・
贈
封
さ
れ
た
槻
本
村
主
勝
麻
呂
も
、
そ
の
文
脈
か
ら
天

武
の
侍
医
団
の
一
人
と
み
ら
れ
、
志
賀
漢
人
一
族
が
、
そ
の
学
識
・
技
術
を
も
っ
て
、

朝
廷
に
登
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。（
第
1
図
）

　

こ
う
し
た
大
津
北
郊
に
お
け
る
、
渡
来
系
氏
族
の
居
住
を
示
す
考
古
デ
ー
タ
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
の
墓
域
で
あ
る
山
麓
に
は
、
六
〇
〇
基
以
上
の

（
も
と
も
と
一
〇
〇
〇
基
以
上
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
）
後
期
古
墳
群
が
分
布
し
て
お

り
、
そ
の
多
く
は
、
当
時
の
一
般
的
な
古
墳
と
異
な
り
、
天
井
が
ド
ー
ム
形
を
呈
す

る
横
穴
式
石
室
（
方
形
プ
ラ
ン
を
と
る
も
の
も
少
な
く
な
い
）
を
主
体
と
し
、
ミ
ニ

チ
ュ
ア
炊
飯
具
の
四
点
セ
ッ
ト
や
、
銀
な
い
し
銅
製
の
叙
子
（
か
ん
ざ
し
）
な
ど
を

副
葬
し
て
お
り
、
独
特
な
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
年
代
は
六
世
紀
前
半
か
ら

七
世
紀
中
葉
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
山
麗
の
古
墳
群
に
対
応
す
る
よ
う
に
、

湖
辺
に
広
が
る
集
落
で
は
、「
大
壁
造
り
」
呼
ば
れ
る
土
壁
造
り
の
、
方
形
プ
ラ
ン

を
取
る
特
異
な
建
物
や
礎
石
建
物
、
そ
れ
に
付
属
す
る
と
見
ら
れ
る
オ
ン
ド
ル
状
の

遺
構
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
、
そ
の
年
代
は
、
古
墳
と
は
や
や
ず
れ
て
六
世
紀
後
半

か
ら
七
世
紀
前
半
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
集
落
の
中
心
部
に
は
、
こ
の
地
域
独
自
の

デ
ザ
イ
ン
を
も
つ
軒
先
瓦
を
共
通
し
て
使
用
す
る
、
穴
太
廃
寺
、
坂
本
八
条
廃
寺
、

南
滋
賀
廃
寺
、
園
城
寺
跡
な
ど
、
志
賀
漢
人
一
族
の
氏
寺
と
み
ら
れ
る
寺
院
が
造
営

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
、
七
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
で
あ
り
、
ほ
ぼ
文
献
で
確
認

さ
れ
る
志
賀
漢
人
が
有
力
化
し
た
時
期
と
対
応
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
考
古
デ
ー
タ
は
、
渡
来
人
集
団
が
早
く
か
ら
定
着
し
活
動
し
て
い
た
、

河
内
や
大
和
に
お
い
て
は
、
す
で
に
五
世
紀
前
半
ご
ろ
か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
五

世
紀
末
か
ら
六
世
紀
の
初
頭
ご
ろ
に
、
そ
う
し
た
渡
来
人
集
団
が
、
集
中
し
て
こ
の

地
に
移
住
し
、
活
発
な
活
動
を
始
め
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
志
賀
漢
人

は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
で
、
大
津
北
郊
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
こ
の
地
に
所
在
す
る
、
琵
琶
湖
の
水
運
の
カ
ナ
メ
と

な
る「
志
賀
津
」（
後
の
大
津
）と
呼
ば
れ
る
港
湾
施
設
の
こ
と
で
あ
る
。こ
の
地
に
は
、

後
に
近
江
大
津
宮
が
造
営
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
和
政
権
の
経
済
的
・
軍
事
的
な
拠
点

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
湖
上
交
通
を
利
用
し
た
、
近
江
を
始
め
、
東
国
・

北
国
か
ら
都
へ
の
物
流
の
管
理
拠
点
で
あ
り
、
ま
た
、
六
世
紀
以
降
、
活
発
化
す
る

越
前
を
拠
点
と
す
る
高
句
麗
と
の
対
外
交
渉
の
統
括
で
も
あ
っ
た
。

第 1図　大津北郊遺跡位置図
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い
う
ま
で
も
な
く
渡
来
系
氏
族
は
、
中
国
・
朝
鮮
の
先
進
文
化
・
技
術
を
わ
が
国

に
も
た
ら
し
、
そ
れ
を
駆
使
し
て
大
和
政
権
に
登
用
さ
れ
、
同
時
に
そ
の
機
構
的
編

成
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
漢
字
を
あ
や
つ
り
、
文
書
を
作

成
し
、
帳
簿
を
つ
け
、
外
国
語
に
精
通
し
て
、
対
外
交
渉
に
あ
た
る
な
ど
、
政
府
の

行
政
部
門
を
実
質
的
に
担
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
視
点
で
、
志
賀
漢
人
の
役
割
を
考

え
る
と
き
、
そ
の
背
景
が
想
定
さ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
六
世
紀
以
降
の
大
和
政

権
の
内
政
・
外
交
を
領
導
し
た
の
は
名
実
と
も
に
蘇
我
大
臣
家
で
あ
り
、
そ
れ
を
実

質
的
に
さ
さ
え
た
の
が
、
渡
来
系
氏
族
の
雄
、
倭
漢
氏
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

お
そ
ら
く
六
世
紀
以
降
、
大
和
政
権
の
中
枢
に
あ
っ
て
、
そ
の
重
要
な
財
政
的
・
軍

事
的
基
盤
で
あ
る
、
東
国
・
北
国
か
ら
の
物
流
の
管
理
や
、
日
本
海
ル
ー
ト
の
対
外

交
渉
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
蘇
我
氏
の
指
示
に
よ
り
、
倭
漢
氏
が
そ
の
配
下
の
漢
人

を
大
津
北
郊
に
配
置
し
、そ
の
政
策
を
押
し
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
、
近
江
の
各
地
に
居
住
す
る
志
賀
漢
人
の
分
布
の
特
徴
で

あ
る
。
志
賀
漢
人
の
分
布
の
中
心
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
本
拠
で
あ
る
滋
賀
郡
南
部
で

あ
る
が
、
浅
井
郡
・
坂
田
郡
・
犬
上
郡
・
愛
知
郡
・
神
崎
郡
・
野
洲
郡
・
栗
太
郡
そ

し
て
蒲
生
郡
な
ど
、
近
江
各
地
に
濃
密
な
分
布
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の

居
住
地
を
み
て
み
る
と
、
浅
井
郡
で
は
川
道
里
（
郷
）
に
大
友
史
氏
、
益
田
郷
に
錦

部
曰
佐
氏
、
坂
田
郡
で
は
朝
妻
郷
に
穴
太
村
主
氏
、
犬
上
郡
で
は
竇
田
郷
に
、
穴
太

村
主
・
錦
村
主
・
穴
太
曰
佐
の
諸
氏
が
、
愛
知
郡
で
は
平
流
五
十
戸
（
郷
）
に
旦
波

博
士
（
史
）
氏
、
神
崎
郡
に
は
雄
諸
郷
大
津
里
に
大
友
氏
、
野
洲
郡
で
は
馬
道
郷
に

大
友
・
登
美
史
・
石
木
主
寸
・
郡
主
寸
ら
が
、
栗
太
郡
で
も
木
川
郷
に
大
友
曰
佐
・

志
賀
史
ら
が
居
住
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
郡
内
で
琵
琶
湖
に
隣
接
し
た
地
域
に
拠
点

を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
居
地
に
は
坂
田
郡
の
朝
妻
港
の
よ
う
に
港
湾
施
設

を
と
も
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
琵
琶
湖
の
水

運
の
カ
ナ
メ
で
あ
る
滋
賀
郡
の
志
賀
津
に
本
拠
を
お
く
志
賀
漢
人
が
、
近
江
各
地
の

主
要
な
港
湾
施
設
の
あ
る
地
に
進
出
し
、
物
流
管
理
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

そ
の
周
辺
に
も
拠
点
を
拡
大
し
て
い
っ
た
様
相
が
推
測
さ
れ
て
く
る
。（
第
2
図
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
津
北
郊
に
移
住
・
定
着
し
、
琵
琶
湖
周
辺
の
各
地
に
進
出
し

た
志
賀
漢
人
一
族
は
、
彼
ら
が
こ
の
地
に
直
接
渡
来
・
定
着
し
、
独
自
に
活
動
し
て

い
た
の
で
は
な
く
、
大
和
政
権
の
機
構
（
官
司
）
の
「
官
人
」
と
し
て
登
用
さ
れ
た

渡
来
系
氏
族
・
渡
来
人
集
団
が
、
政
府
の
指
示
で
、
二
次
的
に
近
江
に
移
住
し
、
政

府
の
事
業
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
職
務
内
容
は
、
当
然
、
彼
ら
が
得
意
と

す
る
、
文
書
・
書
類
の
作
成
、
出
納
・
財
政
の
管
理
な
ど
の
行
政
業
務
で
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
が
、
彼
ら
の
も
っ
て
い
た
、
そ
う
し
た
知
識
や
技
術
の
多
く
は
、
彼
ら
の

故
国
で
あ
る
韓
半
島
に
お
け
る
経
験
や
知
識
を
継
承
・
活
用
し
た
も
の
で
、
日
本
語

を
漢
字
で
表
記
す
る
た
め
、
様
々
な
工
夫
を
す
す
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
大
和
政
権
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
、
倭
漢
氏
を
始
め
と
す
る
、
多
く
の

渡
来
系
氏
族
や
そ
の
配
下
の
渡
来
人
集
団
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。

第 2図　近江渡来氏族分布図
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❷
近
江
に
お
け
る
文
字
文
化
の
受
容

　

近
江
に
お
け
る
文
字
文
化
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
野
洲
市
桜
生
古
墳
群
の
七
号
墳

か
ら
出
土
し
た
刻
書
土
器
が
最
も
古
い
。
須
恵
器
の
広
口
壺
の
外
面
に
、「
此
者
□

□
首
□
□
」
と
刻
書
さ
れ
て
お
り
、
七
世
紀
前
半
の
も
の
で
あ
る
。「
□
□
首
□
□
」

は
、
酒
人
首
の
可
能
性
も
あ
り
、
人
名
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
七
世
紀
後
半
に
な

る
と
、
大
津
・
野
洲
地
域
で
、
大
津
宮
時
代
・
天
武
朝
期
の
木
簡
が
出
土
す
る
。

　

近
江
出
土
の
木
簡
は
、
平
成
二
五
年
現
在
、
六
四
遺
跡
、
一
万
点
余
に
上
る
。
こ

の
う
ち
古
代
木
簡
は
三
五
遺
跡
、
七
五
〇
〇
点
を
数
え
る
。
中
世
の
も
の
で
は
長
浜

市
鴨
田
遺
跡
の
巡
礼
札
五
三
点
が
、
近
世
で
は
安
土
城
跡
出
土
の
付
札
や
小
谷
城
跡

出
土
の
柿
経
一
一
四
点
な
ど
注
目
さ
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
西
河
原
木
簡
を

は
じ
め
と
す
る
古
代
木
簡
は
、突
出
し
た
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
近
年
発
見
さ
れ
た
、

古
代
末
の
長
浜
市
塩
津
港
遺
跡
出
土
の
、
起
請
文
木
札
一
〇
〇
点
余
と
、
紫
香
楽
宮

に
関
わ
る
宮
町
遺
跡
木
簡
（
約
七
〇
〇
〇
点
）
を
除
く
と
、
五
〇
〇
点
余
で
あ
る

）
3
（

。

最
古
の
木
簡
は
、
大
津
市
北
大
津
遺
跡
出
土
の
大
津
宮
時
代
の
木
簡
が
一
点
、
こ
れ

に
次
ぐ
の
が
、
野
洲
市
西
河
原
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
古
代
木
簡
九
五
点
で
、
そ
の

う
ち
天
武
朝
期
に
遡
る
古
式
の
木
簡
が
二
九
点
余
と
多
い
。
そ
し
て
、
近
江
出
土
木

簡
に
つ
い
て
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
そ
の
内
容
や
形
態
が
、
韓
国
出
土
木
簡
と
関

わ
る
こ
と
も
、
す
で
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
う
し
た
近
江
出
土
の
古
代
の
文
字

資
料
を
考
え
る
う
え
で
、近
江
に
お
け
る
渡
来
人
と
渡
来
系
氏
族
の
濃
密
な
分
布
は
、

無
視
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
一
）
北
大
津
遺
跡
の「
音
義
木
簡
」

　

ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
、
近
江
出
土
の
古
代
木
簡
で
も
っ
と
も
古
い
、
大
津
市
北

大
津
遺
跡
出
土
の
、
大
津
宮
時
代
の
「
音
義
木
簡
」
で
あ
る
。
発
見
当
初
か
ら
、
漢

字
の
訓
（
読
み
）・
同
義
語
・
反
切
（
音
の
表
記
）
を
箇
条
書
き
し
た
、
一
種
の
辞

書
と
み
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
そ
の
後
の
釈
読
に
よ
り
、
反
切
は
認
め
ら
れ
ず
、
漢
字

の
訓
を
万
葉
仮
名
で
注
記
し
た
辞
書
か
ら
、
特
定
の
原
典
を
読
む
際
に
書
き
出
し
た

木
簡
で
、
当
時
の
官
人
の
間
で
、
漢
字
の
訓
読
を
共
有
化
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

近
江
大
津
宮
へ
の
遷
都
は
、
天
智
二
年
（
六
六
三
）
の
百
済
救
援
戦
争
に
お
い

て
、
倭
国
の
水
軍
が
白
村
江
で
唐
に
大
敗
し
、
国
家
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
た
三
年

後
、
天
智
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、
緊
迫
す
る
国
際
情
勢
を
反
映
し
た
異
例
の
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
も
天
智
天
皇
の
死
の
翌
年
に
勃
発
し
た
、
壬
申
の
乱
に
よ
り
そ
の
す

べ
て
が
「
灰
燼
」
に
帰
し
て
お
り
、
わ
ず
か
五
年
余
の
短
命
な
都
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
発
掘
調
査
に
よ
り
宮
跡
と
し
て
有
力
化
し
て
い
る
錦
織
遺
跡
の
調
査
に
お
い

て
も
、
大
津
宮
時
代
の
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
物
証
に
恵
ま
れ
な
い
と
い
う
恨
み
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
こ
の
木
簡
は
、
近
江
大
津
宮
に
関
る
も
の
と
し
て
、
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
。
木
簡
は
、
近
江
大
津
宮
の
南
端
付
近
と
推
定
さ
れ
る
北
大
津
遺

跡
の
、
人
工
的
な
溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
大
量
の
土
器
・
木
器
と
と
も
に
出
土

し
た
。
出
土
層
位
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
一
部
八
世
紀
初
頭
の
遺
物
を
含
み
、
そ
れ

よ
り
新
し
い
遺
物
の
出
土
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
大
津
宮
の
官
衙
地
域
に
関
わ
る

も
の
で
あ
ろ
う

）
4
（

。
中
央
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
地
で
使

用
さ
れ
た
後
、
廃
棄
さ
れ
た
と
み
て
、
ほ
ぼ
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

北
大
津
遺
跡
の
性
格
は
、
周
辺
部
の
調
査
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
い
ま

だ
明
確
で
は
な
い
が
、
錦
織
遺
跡
で
、
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
大
津
宮
関
係
の
遺
構

は
、大
半
が
「
内
裏
」
中
枢
部
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
南
に
展
開
す
る
「
朝

堂
院
」
な
ど
の
官
衙
地
域
は
、
ほ
と
ん
ど
未
発
見
で
、
土
石
流
な
ど
に
よ
り
消
失
し

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
木
簡
は
、
そ
う
し
た
官
衙
地
域
に
関
わ

る
数
少
な
い
遺
物
と
い
え
る
。
木
簡
と
同
じ
層
位
か
ら
出
土
し
た
大
津
宮
時
代
の
土

器
が
、
一
般
集
落
の
も
の
で
は
な
く
都
城
に
関
わ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
を

裏
付
け
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
う
し
た
場
合
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
大
津
宮
造

営
以
前
か
ら
、
大
津
北
郊
地
域
に
集
住
す
る
志
賀
漢
人
と
総
称
さ
れ
る
、
倭
漢
氏
の
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配
下
の
漢
人
村
主
が
、
大
和
政
権
の
物
流
・
外
交
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
施

設
を
運
営
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
施
設
と
人
材
が
、
遷
都
に
伴
い
、
大
津
宮
の
運
営

に
吸
収
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。（
第
3
図
）

　

木
簡
は
、
発
見
当
初
か
ら
、
赤
外
線
写
真
に
よ
り
一
部
の
文
字
が
読
み
取
れ
た
だ

け
で
あ
り
、「
賛
」
と
大
き
く
書
い
た
文
字
の
下
に
「
田
須
久
」、「

」
の
下
に
、「
阿

佐
ム
加
ム
移
母
」、「

」
の
下
に
「
久
皮
之
」（
当
初
は
「
久
皮
反
」）
と
あ
る
よ
う

に
、
ま
た
、「
采
〈
取
〉」「
体
〈
ツ
久
羅
布
〉」「
披
〈
開
〉」
の
よ
う
に
、
そ
の
文
字

の
訓
を
、
一
行
か
二
行
で
書
い
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
、
漢
字
の
訓
読
み
が
一
般
化
さ

れ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
漢
字
で
表
記
す
る
時
や
、
原
典
を
読
む
際
に
、

辞
書
か
ら
抜
き
書
き
し
て
、
手
元
に
置
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
万
葉
仮

名
で
書
か
れ
た
和
訓
は
、
こ
の
時
代
の
日
本
語
表
記
の
あ
り
方
を
示
す
貴
重
な
資
料

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た

）
5
（

。

　

二
〇
一
一
年
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
を
中
心
に
、
再
釈
読
が
な
さ
れ
、
新
た
な
読

み
も
示
さ
れ
た
。
そ
の
釈
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

）
6
（

。（
第
4
図
）

第 3図　北大津遺跡位置図

第 4図　北大津木簡
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こ
れ
に
よ
り
、
新
た
に
一
七
文
字
が
釈
読
さ
れ
、
も
と
も
と
木
簡
全
面
に
墨
書
が

あ
っ
た
可
能
性
が
強
ま
り
、
合
わ
せ
て
七
五
文
字
以
上
が
、
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
新
た
に
釈
読
で
き
た
の
は
、「
鑠
〈
汗
ツ
〉」「
鎧
〈
与
里
比
〉」「
費
〈
阿
多
比
〉」

「
洛
〈
□
羅
□
〉」「
検
」
な
ど
、す
で
に
想
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
、「
慕
〈
尼
我
布
〉」

「

〈
参
須
羅
不
〉」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
最
古
の
万
葉
仮
名
と
し
て
、
注
目

さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
釈
読
に
よ
り
、
ア
・
ウ
・
カ
・
ガ
・
ク
・
サ
・
ザ
・
シ
・

ス
・
タ
・
ツ
・
ネ
・
ハ
・
ヒ
（
甲
）・
フ
・
ム
・
メ
（
乙
）・
モ
（
乙
）・
ラ
・
ロ
（
乙
）

の
和
訓
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
用
法
が
、
そ
の
後
に
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た

も
の
も
あ
り
、
い
ま
だ
、
試
行
的
な
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る

）
7
（

。

　

こ
の
木
簡
が
和
訓
の
試
行
的
な
段
階
を
示
し
て
い
る
の
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、

こ
の
地
に
居
住
す
る
渡
来
人
集
団
、
志
賀
漢
人
が
、
も
と
も
と
渡
来
系
氏
族
の
雄
、

倭
漢
氏
の
配
下
と
し
て
、
大
和
や
河
内
の
政
府
中
枢
に
お
い
て
活
動
し
、
五
世
紀
末

ご
ろ
政
府
の
指
示
で
、
こ
の
地
に
移
住
し
た
こ
と
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
い
え

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
政
府
中
枢
で
の
活
動
の
中
で
、
共
有
さ
れ
て
い
た
行
政

的
な
文
書
作
成
に
あ
た
っ
て
の
工
夫
や
知
識
が
、
こ
の
地
で
も
具
体
的
に
活
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
事
情
を
必
ず
し
も
物
語
る
も
の
で
は
な
い

が
、
志
賀
漢
人
の
一
族
で
あ
る
錦
部
村
主
の
氏
寺
で
あ
る
、
南
滋
賀
廃
寺
の
周
辺
一

帯
に
所
在
す
る
南
滋
賀
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、七
世
紀
後
半
の
木
簡
が
参
考
に
な
る
。

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）、
遺
跡
の
東
端
付
近
の
発
掘
調
査
で
、
六
世
紀
後
半
か
ら

七
世
紀
前
半
の
掘
立
柱
建
物
か
ら
な
る
集
落
を
検
出
し
、
そ
の
一
角
を
流
れ
る
幅
二

〜
四
メ
ー
ト
ル
の
浅
い
溝
跡
か
ら
、文
書
木
簡
一
点
が
出
土
し
た
。
〇
三
九
形
式
で
、

上
端
は
圭
頭
状
に
つ
く
り
、
左
右
の
側
縁
に
切
込
み
が
あ
り
、
下
端
は
欠
失
し
て
い

る
。
伴
出
し
た
須
恵
器
は
七
世
紀
後
半
の
も
の
で
あ
る
。
墨
が
薄
く
判
読
は
難
し
い

が
、「
馬
曰
佐
」「
曰
佐
」
と
い
う
氏
名
が
読
み
取
れ
る

）
8
（

。
氏
名
の
下
に
は
「
俵
二
」「
□

俵
」
な
ど
、
米
に
か
か
わ
る
数
値
が
見
え
る
か
ら
、
荷
札
と
い
う
よ
り
米
の
貢
進
を

命
じ
た
文
書
木
簡
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
の
後
、
調
査
地
の
隣
接
地

で
は
、
大
壁
建
物
や
祭
祀
遺
物
の
発
見
が
あ
り
、
渡
来
人
集
団
の
居
住
が
確
認
さ
れ

た
。

　
「
馬
曰
佐
」ら
は
、
こ
の
地
の
居
住
者
で
、
カ
バ
ネ
か
ら
み
て
、
志
賀
漢
人
の
一
族

で
あ
ろ
う
。
錦
部
曰
佐
・
大
友
曰
佐
・
穴
太
曰
佐
の
い
ず
れ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
私
は
、
出
土
場
所
か
ら
、
錦
部
曰
佐
の
一
族
で
、
馬
の
管
理
を
担
当
し
て
い
た

と
み
て
い
る

）
9
（

。
周
知
の
よ
う
に
、
南
滋
賀
遺
跡
の
北
に
は
北
陸
道
の「
穴
太
駅
」
が

所
在
し
、
お
そ
ら
く
陸
上
交
通
の
管
理
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
木
簡

も
そ
う
し
た
大
津
北
郊
に
お
け
る
、彼
ら
の
活
動
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

（
二
）
西
河
原
遺
跡
群
出
土
の
木
簡

　

北
大
津
遺
跡
の
木
簡
に
次
い
で
古
い
の
は
、
西
河
原
遺
跡
群
出
土
木
簡
の
二
期
、

七
世
紀
後
半
の
天
武
朝
期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
属
す
る
の
は
一
〇
点
、
三

期
の
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
も
の
一
九
点
、
四
期
の
八
世
紀
前
半
の
も
の
が

六
〇
点
（
う
ち
五
七
点
が
削
り
く
ず
）
で
、
ほ
か
に
四
期
以
降
と
九
世
紀
後
半
が
各

二
点
、
時
期
不
詳
の
も
の
が
四
点
あ
る
。
遺
跡
の
盛
期
で
あ
る
七
世
紀
後
半
か
ら
八

世
紀
前
半
に
集
中
し
て
い
る
。

A
　
遺
跡
の
概
要

　

西
河
原
遺
跡
群
は
、
現
在
の
野
洲
市
（
旧
中
主
町
）
西
河
原
に
所
在
す
る
七
世
紀

か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
存
続
し
た
官
衙
的
な
遺
跡
群
で
、遺
跡
群
を
構
成
す
る
の
は
、

森
ノ
内
遺
跡
を
は
じ
め
、
湯
ノ
部
遺
跡
・
宮
ノ
内
遺
跡
・
西
河
原
遺
跡
・
光
相
寺
遺
跡
・

虫
生
遺
跡
な
ど
で
、
ほ
ぼ
空
白
な
く
隣
接
し
て
お
り
、
同
一
遺
跡
群
と
認
識
で
き
る
。

森
ノ
内
遺
跡

　

遺
跡
群
の
中
核
を
な
す
森
ノ
内
遺
跡
は
、
昭
和
五
九
年
の
第
一
次
調
査
以
来
、
現

在
ま
で
一
九
次
に
わ
た
る
調
査
が
な
さ
れ
、
数
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た

）
10
（

。
畑
中

英
二
氏
に
よ
る
遺
跡
・
遺
構
の
再
検
討
に
よ
る
と
、
七
世
紀
後
半
（
二
期
）
に
は
、

遺
跡
の
北
半
で
、
周
囲
に
溝
を
め
ぐ
ら
せ
、
整
然
と
し
た
配
置
を
と
る
、
大
型
の
掘
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立
柱
建
物
群
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
（
三
期
）
に
は
、

そ
れ
を
埋
め
立
て
て
、
や
や
南
側
に
同
様
の
区
画
を
設
け
て
い
た
。
し
か
し
八
世
紀

の
前
半
の
あ
る
時
期
に
、
突
然
遺
跡
は
途
絶
し
、
生
活
の
痕
跡
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

代
わ
っ
て
、
こ
の
段
階
以
降
の
遺
構
・
遺
物
は
、
光
相
寺
遺
跡
に
移
っ
て
い
る

）
11
（

。
遺

跡
北
半
の
建
物
群
は
、
中
心
的
な
建
物
が
、
桁
行
五
間
以
上
、
梁
間
二
間
と
規
模
も

大
き
く
、
柱
の
掘
り
方
も
一
辺
一
．
五
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う

し
た
遺
構
と
関
連
し
て
、
多
数
の
木
簡
や
墨
書
土
器
、
さ
ら
に
木
製
の
矛
・
斉
串
・

人
形
・
馬
形
・
陽
物
・
舟
形
・
琴
柱
・
鞍
な
ど
祭
り
に
関
わ
る
遺
物
が
出
土
し
て
い

る
。
墨
書
土
器
に
は
「
大
」「
神
」「
神
主
家
」「
凡
記
」「
児
」「
渡
内
一
」「
主
殿
者
」

な
ど
が
見
え
る
。
ま
た
、
遺
跡
の
一
角
か
ら
は
、
歪
み
や
変
形
の
あ
る
須
恵
器
が
、

大
量
に
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
形
態
な
ど
か
ら
、
大
和
政
権
へ
製
品
を
供
給
し
て

い
た
、
郡
北
部
に
分
布
す
る
、
鏡
山
古
窯
跡
群
の
製
品
で
あ
り
、
こ
の
地
に
出
荷
に

あ
た
っ
て
、
製
品
を
選
別
す
る
施
設
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。（
第
5
図
）

第 5図　西河原遺跡群調査位置図

湯
ノ
部
遺
跡

　

昭
和
六
三
年
か
ら
数
次
に
わ
た
っ
て
調
査
が
な
さ
れ
た
湯
ノ
部
遺
跡
は
、
旧
野
洲

川
が
形
成
し
た
扇
状
地
性
の
低
地
上
に
あ
り
、
か
つ
て
は
東
西
方
向
に
伸
び
る
微
高

地
で
、
弥
生
時
代
以
来
、
大
規
模
な
集
落
・
墓
地
が
相
次
い
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

遺
跡
の
土
層
は
、
大
き
く
上
下
二
層
に
分
か
れ
、
下
層
で
は
、
弥
生
前
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
の
住
居
跡
・
祭
祀
場
跡
・
方
形
周
溝
墓
群
、
上
層
で
は
、
七
世
紀
後
半
か

ら
八
世
紀
前
半
の
掘
立
柱
建
物
・
鍛
冶
関
連
遺
構
が
検
出
さ
れ
た

）
12
（

。

　

鍛
冶
関
連
遺
構
は
、
建
物
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
溝
か
ら
な
り
、
掘
立
柱
建
物
三
棟

は
、
作
業
小
屋
的
な
ご
く
小
規
模
な
建
物
で
、
溝
は
深
さ
約
七
〜
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
ご
く
浅
く
、
溝
内
か
ら
は
、
焼
土
・
炭
化
物
・
排
滓
・
フ
イ
ゴ
の
羽
口
が
、
転

用
硯
や
小
量
の
土
器
片
と
と
も
に
も
出
土
し
た
。
鍛
冶
工
房
を
構
成
す
る
も
の
と
言

え
よ
う
。
牒
文
書
木
簡
が
出
土
し
た
溝
は
、
鍛
冶
関
連
遺
構
の
西
を
限
る
溝
で
、
最

大
幅
約
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
木
簡
は
溝
の
上
層
、
下

層
の
ほ
ぼ
境
の
下
か
ら
、
裏
面
を
上
に
し
て
ほ
ぼ
水
平
の
状
態
で
出
土
し
た
。
出
土

し
た
遺
物
は
木
簡
の
ほ
か
、
土
師
器
の
杯
・
甕
・
鉢
、
土
錘
、
羽
口
、
土
馬
、
須
恵

器
の
杯
・
壺
・
鉢
・
甕
、
木
製
品
の
斎
串
、
曲
物
、
鎌
の
柄
な
ど
で
あ
る
。

宮
ノ
内
遺
跡

　

宮
ノ
内
遺
跡
は
、
湯
ノ
部
遺
跡
の
北
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
。
平
成
一
七

年
に
発
掘
さ
れ
た
、
第
七
次
の
調
査
で
は
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
遺
構
を

検
出
し
て
い
る
。
調
査
区
の
南
寄
り
で
、
大
型
の
総
柱
の
掘
立
柱
建
物
を
検
出
し
、

建
物
の
柱
抜
き
取
り
穴
か
ら
、
一
、三
〜
七
号
木
簡
が
出
土
し
た
（
た
だ
し
、
一
号

木
簡
は
、
昭
和
六
〇
年
の
試
掘
調
査
で
出
土
し
た
も
の
。
第
七
次
調
査
で
、
出
土
地

点
の
詳
細
が
判
明
し
た
）。
掘
立
柱
建
物
は
、
総
柱
の
三
×
四
間
（
六
．一
三
×
七
．

七
四
メ
ー
ト
ル
）
で
、
床
面
積
は
約
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
土
器
類
は
ほ
と

ん
ど
出
土
し
て
い
な
い
。
大
型
の
倉
庫
で
、
西
河
原
遺
跡
群
の
倉
院
の
一
画
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る

）
13
（

。
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ま
た
、
平
成
八
年
の
第
三
次
調
査
で
は
、
八
世
紀
前
半
の
遺
構
を
検
出
し
て
い
る
。

規
模
の
小
さ
い
掘
立
柱
建
物
と
そ
れ
を
「
コ
」
の
字
に
囲
む
区
画
溝
と
土
坑
か
ら
な

り
、
一
〇
〇
数
点
に
の
ぼ
る
木
簡
の
削
り
屑
と
、
多
量
の
須
恵
器
、
土
師
器
、
転
用

硯
、
円
面
硯
、
銅
製
品
（
帯
金
具
五
点
）、
木
片
や
炭
、
種
実
類
な
ど
が
出
土
し
た

）
14
（

。

木
簡
の
出
土
し
た
区
画
溝
は
、
い
ず
れ
も
水
が
流
れ
た
痕
跡
は
な
く
、
木
簡
の
削
り

屑
や
、
木
製
品
お
よ
び
そ
の
製
作
過
程
に
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
剥
片
な
ど
が
出
土
し

て
お
り
、
一
連
の
遺
構
は
、
木
製
品
を
加
工
・
再
加
工
す
る
工
房
と
み
ら
れ
る
。

西
河
原
遺
跡

　

森
ノ
内
遺
跡
の
南
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
所
在
す
る
集
落
跡
で
、
平
成
三
年
の
第
三

次
調
査
で
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
遺
構
を
検
出
し
て
い
る
。
掘
立
柱
建
物

跡
六
棟
以
上
と
、
幅
三
．二
メ
ー
ト
ル
以
上
、
深
さ
一
．一
メ
ー
ト
ル
の
南
北
方
向
の

溝
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
三
点
の
木
簡
は
こ
の
溝
の
第
四
層
よ
り
出
土
し
、
土
器
の

ほ
か
琴
柱
、
斎
串
、
箸
、
獣
歯
、
獣
骨
、
土
錘
な
ど
と
、
墨
書
土
器
六
点
が
出
土
し

た
。
墨
書
土
器
に
は
「
神
」「
呰
万
呂
」「
呰
□
」「
成
仲
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
平

成
一
四
年
の
第
一
〇
次
調
査
で
は
、
九
世
紀
代
の
溝
跡
か
ら
二
点
の
木
簡
が
出
土
し

て
い
る

）
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。

光
相
寺
遺
跡

　

西
河
原
遺
跡
の
南
に
接
し
て
所
在
す
る
集
落
跡
で
、
昭
和
六
一
年
の
第
五
次
調
査

で
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
掘
立
柱
建
物
、
溝
跡
な
ど
を
検
出
し
た
。
二

点
の
木
簡
を
出
土
し
た
の
は
幅
二
．五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

溝
で
、
調
査
区
域
内
で
一
二
メ
ー
ト
ル
検
出
し
た
。
ま
た
、
遺
跡
の
北
半
か
ら
は
、

「
石
辺
君
」「
石
辺
」
と
墨
書
し
た
土
器
七
点
、
南
半
か
ら
は
「
馬
」
二
点
、「
三
宅
」

五
点
が
出
土
し
た
ほ
か
、
斎
串
、
人
形
、
刀
形
、
琴
柱
、
横
櫛
な
ど
の
木
製
品
、
フ

イ
ゴ
の
羽
口
、
ス
ラ
ッ
グ
、
鉄
製
紡
錘
車
、
銅
製
鞍
金
具
な
ど
が
出
土
し
た
。
墨
書

土
器
は
、「
馬
」
が
八
世
紀
代
、
そ
の
ほ
か
が
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
半
ば
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
六
二
年
の
第
八
次
調
査
で
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀

初
頭
の
三
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
総
柱
の
三
間
×
二

間
の
小
規
模
な
建
物
と
同
一
方
位
を
と
る
西
側
（
幅
〇
．三
メ
ー
ト
ル
）
と
東
側
（
幅

三
メ
ー
ト
ル
）
の
素
掘
溝
で
あ
る

）
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（

。

虫
生
遺
跡

　

湯
ノ
部
遺
跡
の
東
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
虫
生
集
落
の
北
に
接
し
て
所
在
す
る
集
落

跡
で
、
弥
生
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
、
微
高
地
縁
辺
部

に
掘
ら
れ
た
小
溝
（
幅
一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
か

ら
出
土
し
、
八
世
紀
前
半
の
須
恵
器
片
が
と
も
に
出
土
し
て
い
る

）
17
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
群
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
と
い
う
、

律
令
国
家
成
立
期
に
盛
期
が
あ
り
、
遺
構
･
遺
物
と
も
、
一
般
集
落
と
は
明
ら
か
に

異
な
る
様
相
を
示
し
て
い
る
。
遺
跡
群
の
中
枢
は
、
遺
構
の
配
置
や
出
土
遺
物
か
ら

み
て
、
森
ノ
内
遺
跡
の
北
半
部
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
鏡
山
古
窯
跡
群
の
土
器
選
別

場
も
併
設
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
光
相
寺
遺
跡
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
遺
跡
群
の
中
枢

と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
宮
ノ
内
遺
跡
・
湯
ノ
部
遺
跡
あ
た
り
は
、
鍛
冶
工
房
・
木
製

品
工
房
と
、
倉
庫
群
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
の
地
に
地
方
官
衙
が
所
在
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

B
　
出
土
木
簡
の
検
討

　

西
河
原
遺
跡
群
出
土
の
木
簡
は
、
こ
の
遺
跡
群
が
存
続
し
た
七
世
紀
後
半
か
ら
八

世
紀
前
半
の
も
の
が
大
半
で
、
そ
の
内
容
・
形
態
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
①
狭
義
の
文
書
、

②
帳
簿
・
伝
票
な
ど
の
記
録
簡
、
③
荷
札
・
付
札
類
に
分
類
で
き
る
。
そ
し
て
、
作

成
者
・
作
成
場
所
を
明
確
に
す
る
た
め
、
外
部
で
作
成
さ
れ
こ
の
地
に
も
た
ら
さ
れ

た
も
の
と
、
こ
の
地
で
作
成
さ
れ
た
も
の
に
分
類
す
る
な
ら
、
①
の
文
書
に
は
、
外

部
か
ら
こ
の
施
設
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の（
a
）と
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
施
設
で
作
成

さ
れ
た
も
の（
b
）が
あ
り
、
②
の
記
録
簡
は
、
基
本
的
に
こ
の
地
で
作
成
さ
れ
た
も
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の
、
③
の
荷
札
・
付
札
は
、
基
本
的
に
外
部
で
作
成
さ
れ
こ
の
地
に
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
と
な
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
私
的
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
も

の
は
な
く
、
す
べ
て
公
文
書
で
、
こ
の
施
設
が
郡
家（
評
家
）・「
駅
家
」な
ど
の
政
府

の
地
方
機
関
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
下
個
々
の
木
簡
の
性
格
と
内
容
を
年

代
の
順
に
見
て
い
き
た
い
。

　

①
文
書　

a
　
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の　

二
期
の
森
ノ
内
二
号
が
、
最
も
古
く
、
四
期
の

森
ノ
内
六
号
が
続
く
。

森
ノ
内
二
号

・「
椋
□
伝
之
我
持
往
稲
者
馬
不
得
故
我
者
反
来
之
故
是
汝
ト
ア 

」

・「
自
舟
人
率
而
可
行
也　

其
稲
在
処
者
衣
知
評
平
留
五
十
戸
旦
波
博
士
家
」　

　
　

 
410

×35

×2　

011

　

こ
の
木
簡
は
、「
衣
知
評
」「
椋
□

（
直
カ
）」

と
い
う
記
載
か
ら
七
世
紀
後
半
の
文
書
木
簡

で
あ
る
。
森
ノ
内
遺
跡
の
中
心
部
と
み
ら
れ
る
、
北
半
部
の
大
型
建
物
を
区
画
す
る

溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
近
江
国
庁
か
中
央
政
府
の
官
人
と
み
ら

れ
る
「
椋
□
」（
内
蔵
直
か
）
が
、
こ
の
地
に
居
住
す
る
卜
部
（
某
）
に
対
し
、「
私

が
持
っ
て
こ
よ
う
と
し
た
稲
は
、
馬
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て

き
た
。
そ
こ
で
お
ま
え
卜
部
が
、
舟
人
を
率
い
て
行
っ
て
く
れ
、
そ
の
稲
の
在
る
所

は
衣
知
評
平
留
五
十
戸
の
旦
波
博
士
の
家
で
あ
る
」
と
す
る
も
の
で
、こ
の
木
簡
が
、

外
部
で
作
成
さ
れ
、
こ
の
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
こ
の
木
簡
は
、
内
容
か
ら
み
て
私
的
な
書
簡
と
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、「
椋
□
」

が
、
仮
に
近
江
国
庁
の
「
官
人
」
で
あ
る
な
ら
、
作
成
者
は
、「
椋
□
」
自
身
か
そ

の
配
下
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
こ
の
木
簡
は
「
国
符
」
的
な
機
能
を
も
つ
も
の
と

い
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
文
書
を
受
け
取
っ
た
卜
部
に
よ
り
、
廃
棄
さ
れ
た
か
、
こ
の

地
に
あ
っ
た
施
設
（
郡
家
か
そ
の
出
先
機
関
か
）
で
保
管
さ
れ
た
後
廃
棄
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る

）
18
（

。

　

そ
の
内
容
か
ら
は
、
琵
琶
湖
の
水
運
を
利
用
し
た
物
資
の
運
搬
だ
け
で
な
く
、
馬

を
利
用
し
た
陸
路
に
よ
る
運
搬
が
、
野
洲
と
愛
知
の
間
で
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺

え
、
稲
の
所
在
す
る
衣
知
評
平
留
五
十
戸
の
旦
波
博
士
の
家
は
、
当
然
個
人
の
居
宅

で
は
な
く
、
公
的
な
施
設
で
、
お
そ
ら
く
湖
東
一
帯
の
物
流
の
拠
点
と
し
て
機
能
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
旦
波
愽
士
（
大
友
但
波
史
）
氏
も
、
上
述
の
よ
う
に
志
賀
漢

人
の
一
族
で
あ
る
か
ら
、
後
に
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
西
河
原
遺
跡
群
の
施
設
で
活第 6図　森ノ内遺跡北半遺構変遷図
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動
す
る
志
賀
漢
人
の
一
族
と
連
携
し
て
、
水
陸
交
通
を
活
用
す
る
、
公
的
な
物
流
・

交
易
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。（
第
6
図
）

　

そ
し
て
、
こ
の
木
簡
は
、
渡
来
系
氏
族
の
雄
倭
漢
氏
の
一
族
で
あ
る
椋
（
内
蔵
）

直
氏
が
作
成
し
て
、
卜
部
に
指
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
卜
部
は
お
そ
ら
く
こ
の
地
に

あ
っ
た
施
設
の
責
任
者
で
、
実
際
に
は
そ
の
配
下
で
あ
る
志
賀
漢
人
た
ち
が
、
実
務

に
当
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
志
賀
漢
人
は
倭
漢
氏
の
配
下
で
あ
る
漢
人
村
主

の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
こ
う
し
た
関
係
の
背
後
に
、
前
代
以
来
の
族
制
的
な

関
係
が
、
引
き
続
き
活
用
さ
れ
、
初
期
律
令
社
会
で
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。
い
っ
ぽ
う
こ
の
木
簡
は
、
こ
の
地
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
倭
漢
氏

と
い
う
有
力
な
渡
来
系
氏
族
と
そ
の
配
下
の
間
で
、
共
有
さ
れ
る
文
字
文
化
の
あ
り

方
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
木
簡
が
、
こ
れ
ま
で
、
歴
史
学
者
だ
け
で
な
く
、
国
語
学
・
国

文
学
者
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
七
世
紀
後
半
と
い
う
早
い
時
期
に
、
純
粋
な
漢
文
で

は
な
く
、
や
ま
と
言
葉
の
語
順
で
表
記
さ
れ
た
和
文
表
現
の
文
書
木
簡
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
の
発
見
に
よ
り
、
す
で
に
当
時
の
政
府
機
関
に
お
い
て
、
和

文
表
記
の
文
書
が
、
広
く
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
ろ
う

）
19
（

。

ま
た
、
そ
の
表
記
に
、
ク
ラ
を
「
椋
」
字
で
表
記
す
る
こ
と
や
、「
伝
之
」「
反
来
之
」

な
ど
の
和
文
表
記
の
文
末
表
現
が
、
韓
国
の
「
壬
申
誓
記
石
」（
壬
申
年
は
五
五
二

年
か
六
一
二
年
と
さ
れ
る
）
の
表
記
に
見
え
る
こ
と
、
ま
た
、
木
簡
の
裏
面
の
九
字

目
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、「
壬
申
誓
記
石
」
に
お
い
て
、
文
末

を
明
示
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り

）
20
（

、
韓
半
島
の
文
字

文
化
の
影
響
が
強
く
み
ら
れ
る
。
和
文
表
記
に
あ
た
っ
て
、
こ
う
し
た
韓
半
島
に
お

け
る
、
自
国
語
を
漢
文
で
表
記
す
る
試
み
が
、
受
容
さ
れ
、
学
ば
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
中
央
・
地
方
の
政
府
機
関
に
お
い
て
活
動
す
る
渡
来
人
た
ち
と
、
各

地
に
派
遣
さ
れ
た
渡
来
系
氏
族
・
渡
来
人
の
間
に
、
こ
う
し
た
最
新
の
文
字
文
化
の

受
容
の
成
果
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
三
期
の
文
書
で
、
遺
跡
群
の
中
枢

で
あ
る
、
森
ノ
内
遺
跡
北
半
の
大
型
建
物
と
そ
の
区
画
溝
に
隣
接
す
る
廃
棄
土
坑
籾

殻
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
下
半
に
し
か
文
字
は
残
存
し
な
い
が
、
墨
の
痕

跡
は
上
方
に
も
あ
る
。
全
体
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、「
使
人
」
と
し
て
「
民
直

安
万
呂
」
な
る
人
名
が
あ
り
、「
従
」「
賜
」
な
ど
の
文
字
が
見
え
る
か
ら
、
使
者
に

何
ら
か
の
物
品
を
持
た
せ
、
届
け
る
際
に
付
さ
れ
た
文
書
木
簡
と
み
ら
れ
る
。
中
央

か
近
江
国
庁
で
作
成
さ
れ
、
こ
の
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
民
直
安
万

呂
は
、
森
ノ
内
二
号
木
簡
に
見
え
る
「
椋
□
」
と
同
じ
く
、
倭
漢
氏
の
同
族
で
、
椋

直
が
近
江
国
庁
の
官
人
と
み
ら
れ
る
な
ら
、
同
様
に
近
江
国
庁
で
公
務
に
当
た
っ
て

い
た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
木
簡
も
、
森
ノ
内
二
号
と
同
様
に
、「
国
符
」
的
な
も

の
で
あ
り
、
近
江
国
庁
で
、
民
直
安
万
呂
な
ど
の
渡
来
人
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
こ
の

地
に
も
た
ら
さ
れ
使
命
を
終
え
た
後
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
施
設
（
郡
家
か
そ
の
出
先

機
関
）
で
、
一
定
期
間
保
管
さ
れ
た
後
、
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ

の
木
簡
の
場
合
も
、
倭
漢
氏
の
同
族
と
そ
の
配
下
の
渡
来
人
集
団
の
関
与
が
窺
え
、

律
令
体
制
導
入
以
前
か
ら
の
族
制
的
関
係
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
両
者
の
一

体
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

な
お
、
西
河
原
遺
跡
群
と
も
、
か
か
わ
り
が
深
い
栗
東
市
十
里
遺
跡
出
土
の
召

文
木
簡
は
、
西
河
原
遺
跡
群
の
木
簡
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
も
の
で
、
乙
酉
年
（
天
武

一
四
年
）
の
年
紀
を
も
ち
、「
宮
大
夫
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
発
給
者
は
、
国
司
と

み
ら
れ
る
か
ら
、
近
江
国
庁
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
裏
面
に
「
得
た
り
」

と
別
筆
の
署
名
が
あ
り
、
国
庁
に
戻
さ
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
地
が
、
郡

家
の
出
先
機
関
で
あ
っ
た
た
め
、
一
定
期
間
保
管
さ
れ
た
後
、
こ
の
地
で
廃
棄
さ
れ

森
ノ
内
六
号

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□

〔
牛

□年
ヵ
〕従

□〔
之
ヵ
〕□

成
賜　

　

」

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

□
□   

使
人
民
直
安
万
呂
」 
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た
の
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
な
宛
名
や
、
木
簡
の
作
成
者
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
十
里

遺
跡
は
、
西
河
原
遺
跡
群
を
通
る
と
み
ら
れ
る
、
湖
辺
の
「
馬
道
」
の
延
長
上
に
位

置
し
て
お
り
、
両
者
の
密
接
な
つ
な
が
り
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
作
成
に
も
共
通
す
る

背
景
が
考
え
ら
れ
る

）
21
（

。

b
　
こ
の
遺
跡
で
作
成
さ
れ
、
外
部
に
出
さ
れ
た
も
の　

本
来
こ
の
地
に
残
ら
な
い
が
、

例
外
的
と
み
ら
れ
る
の
が
、
湯
ノ
部
一
号
と
西
河
原
一
号
・
森
ノ
内
一
一
号
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
周
知
の
よ
う
に
、
側
面
に
丙
子
年
一
一
月
の
年
紀
を
持
つ
ブ
ッ
ク
型
の
特

異
な
文
書
木
簡
で
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
の
溝
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
文

書
そ
の
も
の
は
、
記
載
内
容
か
ら
、
二
期
の
天
武
五
年
（
六
七
六
）
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
木
簡
の
形
態
は
、
厚
さ
二
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
分
厚
く
、
裏
面
の
右
辺
は

や
や
薄
く
な
っ
て
お
り
、
木
取
り
は
木
目
に
添
っ
て
湾
曲
し
、
右
長
辺
か
ら
膨
ら
ん

だ
や
や
変
形
し
た
長
方
形
で
あ
る
。
表
面
に
は
刀
子
傷
と
思
え
る
細
い
筋
や
文
字
を

削
り
取
っ
た
跡
が
見
え
る
。

　

こ
の
木
簡
の
特
徴
は
側
面
に
年
紀
を
記
す
こ
と
で
あ
る
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

表
裏
二
面
だ
け
で
な
く
、
四
角
柱
の
四
面
に
文
字
を
書
く
韓
国
木
簡
の
影
響
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
牒
」
で
始
ま
り
「
謹
牒
也
」
で
終
わ
る
い
わ
ゆ
る
養
老
公

式
令
の
牒
式
に
の
っ
と
っ
た
木
簡
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
六
世
紀
後

半
の
四
角
柱
の
四
側
面
に
墨
書
し
た
、
韓
国
慶
州
の
月
城
垓
字
出
土
木
簡
に
、
個
人

の
上
申
文
書
と
し
て
、
牒
の
文
書
が
あ
り
、
韓
国
木
簡
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
）
22
（

。
そ
し
て
、
こ
の
木
簡
は
、
本
来
、
実
用
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
模

範
文
と
し
て
写
し
取
ら
れ
、
ブ
ッ
ク
の
よ
う
に
背
文
字
を
並
べ
て
保
管
さ
れ
た
と
み

ら
れ
、
そ
の
お
か
げ
で
地
元
に
残
さ
れ
た
と
い
え
る
。
原
文
書
と
模
範
文
の
作
成
者

は
別
で
、
時
期
も
異
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

原
文
書
は
玄
逸
と
い
う
人
物
が
、
近
江
国
司
な
い
し
野
洲
郡
司
に
あ
て
上
申
し
た

も
の
で
、
こ
の
地
で
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
欠
字
が
多
く
内
容
の
詳
細
は
明
ら

か
で
な
い
が
、「
蔭
」「
蔭
人
」
と
い
う
表
現
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
蔭
位
制
」
の
前
身
と

な
る
も
の
で
、
浄
御
原
令
以
前
の
単
行
法
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
蔭
人
」
制
に

よ
り
、
天
武
四
年
の
五
月
「
蔭
人
」
に
認
定
さ
れ
た
玄
逸
が
、
翌
年
の
二
月
に
な
っ

て
も
そ
の
御
蔭
を
被
ら
な
い
こ
と
を
訴
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
御
蔭
の
内
容
は
よ

く
解
ら
な
い
が
、「
養
官
丁
」
と
い
う
文
字
か
ら
仕
丁
の
受
給
に
関
る
規
定
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
な
お
『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
四
月
条
に
は
、
畿
外
の
有
爵
者
の
子

息
が
兵
衛
と
し
て
出
仕
す
る
こ
と
を
許
す
法
令
が
出
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
の
可
能
性

と
し
て
、
国
造
ク
ラ
ス
の
父
を
持
つ
玄
逸
が
、
前
年
の
五
月
に
兵
衛
と
し
て
出
仕
す

る
こ
と
を
内
示
さ
れ
た
が
、
翌
五
年
二
月
以
降
一
一
月
に
な
っ
て
も
、
出
仕
に
関
る

仕
丁
の
給
付
に
与
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
牒
を
提
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
文
書
の
原
文
が
、
玄
逸
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
か
、
配
下
の
書
記

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
地
に
お
い
て
、
作
成
さ
れ

た
公
文
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
木
簡
が
初
期
律

令
期
に
お
け
る
文
書
の
模
範
文
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
か
か
る
文
書

を
写
し
取
り
、
模
範
文
と
し
て
作
成
し
、
保
管
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
地
に
あ
っ
た

湯
ノ
部
一
号

・「
丙
子
年
十
一
月
作
文
記 

」

・「
牒
玄
逸
去
五
月
中
□

〔
官
ヵ
〕□

蔭
人 

 

　

自
従
二
月
已
来　

　
　

養
官
丁

　

久
蔭
不
潤
□　

　
　
　

□
蔭
人
」

・「
次
之
□
□
丁 　

　
　

  

□〔
等

□利
ヵ
〕

　

壊
及
於
□
□
□　

　
　
　

人
□

〔
官
ヵ
〕

　

裁
謹
牒
也 

」
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施
設
で
、
実
際
に
文
書
作
成
業
務
に
当
た
っ
て
い
た
、
志
賀
漢
人
を
中
心
と
す
る
渡

来
人
た
ち
で
あ
り
、
木
簡
の
形
態
や
、
文
書
の
様
式
に
韓
半
島
の
影
響
が
み
ら
れ
る

の
も
、
首
肯
さ
れ
よ
う
。

西
河
原
一
号

・「
郡
司
符
馬
道
里
長
令　

　
　

×

・「
女
丁 
又
来
□
女
□

□
〔
来
□又

ヵ
〕道
□
□

 

（145

）×34

×5　

019

　

西
河
原
一
号
は
、
短
冊
形
の
郡
符
木
簡
で
、
下
半
が
強
く
折
り
取
ら
れ
て
お
り
、

野
洲
郡
司
か
ら
馬
道
里
長
宛
て
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
遺
跡
の
中
心
と
み

ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
に
関
わ
る
南
北
溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
女
丁
の
差
点
を
命

じ
て
い
る
。「
里
長
」
と
い
う
記
載
か
ら
三
期
の
八
世
紀
初
頭
（
大
宝
〜
霊
亀
年
間
）

の
も
の
と
み
ら
れ
、
山
尾
幸
久
氏
の
よ
う
に
、
こ
の
地
を
馬
道
里
と
考
え
た
場
合
に

は
、外
部
（
郡
家
）
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、こ
の
地
で
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、

郡
符
木
簡
は
、
多
く
の
場
合
、
宛
先
に
届
い
た
際
、
廃
棄
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
伝

達
の
証
と
し
て
、
郡
司
の
も
と
に
戻
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
が
、

野
洲
郡
家
（
安
評
家
）
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
す
る
見
方
も
有
力
で
あ
る
。
そ
の
場

合
は
、
こ
の
地
で
作
成
さ
れ
、
宛
先
か
ら
こ
の
地
に
戻
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

）
23
（

。
し
か

し
な
が
ら
、
私
は
、
西
河
原
遺
跡
群
が
、
馬
道
里
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
野
洲
郡
家

も
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
後
に
み
る
森
ノ
内
一
号
木
簡
は
、
馬
道
郷
の
戸
主
の
歴
名
で
あ
り
、

そ
の
居
住
者
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
多
く
が
志
賀
漢
人
の
一
族
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
森
ノ
内
遺
跡
と
並
ぶ
、
西
河
原
遺
跡
群
の
中
枢
で
あ
る
光
相
寺
遺
跡
で

は
、四
号
木
簡
に
「
馬
道
」、二
号
木
簡
に
「
大
友
部
龍
」
と
い
う
人
名
が
見
え
、「
馬
」

「
石
辺
」「
三
宅
」
な
ど
と
墨
書
さ
れ
た
土
器
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
倉
庫

群
の
あ
る
宮
ノ
内
遺
跡
で
も
、
二
号
に
「
三
寸
造
廣
山
」、
六
号
に
も
「
石
木
主
寸

文
通
」が
見
え
、歴
名
に
見
え
る
氏
族
名
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
人
々
は
、

西
河
原
遺
跡
群
の
居
住
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
特
に
、
石
木
主
寸
文
通
は
、「
文

作
人
」
と
い
う
記
載
か
ら
み
て
、
木
簡
の
作
成
者
で
あ
り
、
こ
の
遺
跡
群
に
居
住
し

て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺
跡
群
を
、
馬
道
里

（
郷
）と
し
て
も
、
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
場
合
、
野
洲
郡
家
も
、
馬

道
里
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
地
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
二
号
木
簡
で
、
衣
知
評
と
こ
の
遺
跡
群
の
間
に
、

湖
上
交
通
路
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
、
森
ノ
内
六
号
・
一
一
号
に
よ
り
、
中
央
や
近
江

国
庁
な
ど
と
の
、
使
者
の
往
来
が
想
定
さ
れ
る
な
ど
、
馬
道
と
い
う
地
名
に
ふ
さ
わ

し
い
、陸
路
に
よ
る
交
通
路
が
、こ
の
地
を
通
っ
て
お
り
、水
陸
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
地
に
濃
密
に
分
布
す
る
馬
道
首
は
、そ
の
ウ
ジ
名
か
ら
み
て
、

こ
う
し
た
駅
路
＝
馬
道
の
管
理
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
森

ノ
内
七
号
木
簡
に
見
え
る
「
馬
評
」
が
、
駅
路
に
関
わ
る
も
の
と
す
る
な
ら
、
山
尾

幸
久
氏
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
馬
道
＝
駅
路
が
こ
の
地
を
通
過
し
、
こ
の
遺
跡
群

が
駅
家
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
、
野
洲
郡
家
も
、
こ
の
時
期

に
は
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

）
24
（

。
こ
の
文
書
は
、
郡
司
か

ら
馬
道
里
長
宛
て
に
発
給
さ
れ
、
使
命
を
終
え
た
後
、
馬
道
里
に
あ
っ
た
野
洲
郡
家

に
戻
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

三
期
の
森
ノ
内
一
一
号
は
、
遺
跡
群
中
枢
の
森
ノ
内
遺
跡
北
半
か
ら
出
土
し
た
も

の
で
あ
る
。「
□

〔
牒
ヵ
〕白

」「
大
寵
命
坐
□
」
と
い
う
表
現
か
ら
、い
わ
ゆ
る
「
前
白
木
簡
」

と
み
ら
れ
る
、
上
申
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
韓
国
木
簡
の
影
響
が
指
摘

森
ノ
内
一
一
号

・「
十
一
月
廿
二
日
自
京
大
夫
御
前
□〔

牒
ヵ
〕白

奴
我
吾　

　
　

賜
□〔

別
ヵ
〕

　

」

・「
□
匹
尓
□　

　

大
寵
命
坐
□　

今
日
□
□

□
□
□
□
□　

　
　
　
　
　

」
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さ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
に
見
え
る
「
自
京
大
夫
」
に
つ
い
て
は
、京
か
ら
来
た
「
大
夫
」

で
、
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
こ
の
地
の
「
官
人
」
が
「
大
夫
」
に
提
出
し
た

も
の
で
、
こ
の
地
で
作
成
さ
れ
た
公
文
書
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
宛
先
の
「
大
夫
」
の

手
元
に
残
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、使
命
を
終
え
た
た
め
、「
大
夫
」
の
手
で
、

こ
の
地
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
前
白
木
簡
」
は
、
宮
都
な
ど
で
も
出
土

例
が
あ
り
、
駅
家
の
よ
う
な
中
央
の
使
人
が
立
ち
寄
る
政
府
機
関
の
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
「
前
白
木
簡
」
を
作
成
で
き
る
知
識
が
、
こ
の
地

の
「
官
人
」
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
②
帳
簿
・
伝
票
な
ど
の
記
録
簡

　

西
河
原
遺
跡
群
出
土
の
木
簡
の
多
数
を
占
め
る
も
の
で
、
内
容
か
ら
布
生
産
に
関

わ
る
森
ノ
内
三
号
、税
負
担
に
関
わ
る
戸
主
歴
名
と
み
ら
れ
る
森
ノ
内
一
号
の
ほ
か
、

貸
稲
（
出
挙
）
に
関
わ
る
も
の
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
当
然
こ
の
地
で
作
成
さ
れ
、

使
用
後
こ
の
地
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

イ
　
布
生
産
に
関
わ
る
帳
簿

森
ノ
内
三
号

・ 

□
□
□
□
布
六
二
布 

□
〔
左

□作
ヵ
〕支

戸
首
二
布
□
六
布

馬
甘
首
布
六
一
布 

小
女
児
二
布
□
六
□〔

布
ヵ
〕

　

□
□
□〔

左
ヵ
〕古

一
布

□
□　

羽
止
已
戸
□
□
布
六
二
布 

□〔
犬
ヵ
〕上

□
田
戸
□
二
布
六
□　

・ 
□

 

（665

）×70

×6　

059

　

二
期
と
み
ら
れ
る
森
ノ
内
三
号
木
簡
は
、
七
世
紀
後
半
の
森
ノ
内
遺
跡
北
半
部
の

大
型
建
物
の
東
側
を
区
画
す
る
溝
か
ら
出
土
し
た
記
録
簡
で
、
こ
の
施
設
に
お
い
て

作
成
さ
れ
、
使
命
を
終
え
た
の
ち
、
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
端
が
欠
失
し
て

お
り
、
長
大
な
木
簡
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
木
簡
で
は
、「
□「

左
□作

ヵ
」支

戸
首
」「
馬

甘
首
」「
小
女
児
」「
羽
止
已
戸
□
□
」「
□

「
犬
ヵ
」上

□
田
戸
」
な
ど
の
人
名
の
後
に
、「
布

六
二
布
」「
二
布
□
六
布
」「
六
一
布
」「
布
□
六

「
布
ヵ
」□

」「
布
六
二
布
」「
□
二
布
六
□
」

な
ど
、
布
の
数
値
が
記
さ
れ
て
お
り
、
先
に
み
た
南
滋
賀
遺
跡
の
木
簡
と
、
物
品
は

違
う
が
共
通
す
る
様
式
と
い
え
る
。
布
の
枚
数
が
六
一
・
六
二
な
ど
と
よ
く
似
た
数

値
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
布
生
産
の
分
担
を
記
録
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。「
馬
甘
首
」
や
「
羽
止
已
戸
□
□
」
な
ど
は
、
こ
の
地
に
居
住
す
る
渡
来
系

氏
族
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
平
城
京
長
屋
王
家
木
簡
に
、「
近
江
案
（
安
）
郡
（
服
里

人
従
八
位
上
□
部
）
□
□
大
縫
□
」
が
み
え

）
25
（

、
西
河
原
遺
跡
群
の
北
西
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
所
在
す
る
守
山
市
服
部
遺
跡
に
比
定
さ
れ
る
、
野
洲
郡
服
部
郷
（
服
里
）と

そ
の
住
民
が
、
織
物
生
産
に
関
わ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
こ
の
地
域
と
縫
製
と
の
関

連
を
示
唆
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
構
と
し
て
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
遺

跡
群
の
一
角
に
、
公
的
な
縫
製
に
関
わ
る
工
房
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

大
型
建
物
は
、
そ
う
し
た
工
程
を
統
括
し
た
官
司
で
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

ロ
　
税
負
担
に
関
わ
る
戸
主
歴
名

森
ノ
内
一
号

（
A
面
）

・「 

戸
主　

　
　
　
　
　
　

馬
道
□〔

首
ヵ
〕□

□　

□
□
臣
馬
麻
呂

□
□
郡
馬
道
郷
□
□
里　

戸
主
□
□
□
□ 

馬
道
首
□
□　

戸
主
三
寸
造
得
哉 

　
　
　
　
　
　

戸
主
大
友
主
寸
□
□  　

　
　
　
　
　
　
　

 

」
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四
期
の
短
冊
形
の
大
型
の
木
簡
で
、
四
隅
と
も
切
り
落
と
し
て
い
る
。
表
裏
と
も

四
段
に
わ
た
っ
て
「
戸
主
」
の
名
を
列
挙
し
て
お
り
、
す
べ
て
カ
バ
ネ
を
表
記
し
て

い
る
。
割
注
に
年
齢
と
課
丁
の
記
述
の
あ
る
も
の
も
み
ら
れ
、
公
的
な
性
格
を
も
つ

記
録
簡
で
あ
る
。
税
負
担
な
ど
の
台
帳
と
し
て
、
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
再
釈
読
に
よ
り
、
従
来
A
面
と
さ
れ
て
い
た
の
が
B

面
で
、
旧
B
面
が
A
面
と
な
り
、
そ
の
第
一
段
が
タ
イ
ト
ル
で
、「
□
□
郡
馬
道
郷

□
□
里
」
と
い
う
、
居
住
行
政
区
画
名
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
戸
主
た
ち
の
居
住

地
が
野
洲
郡
馬
道
郷
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
に
は
、
石
辺
君
を
は
じ
め
、
三
宅
連
・
登
美
史
・
馬
道
首
・
三
寸
造
・
大
友

主
寸
・
大
友
・
佐
多
直
・
石
木
主
寸
・
郡
主
寸
・
黄
文　

　
 

・
□
□
臣
ら
の
居
住

が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
石
辺
玉
足
は
、
平
城
宮
南
面
東
門
周
辺
出
土
の
木
簡

に
「
益
珠
郡
馬
道
郷
石
辺
玉
足
」
が
見
え
、
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
見
え

る
歴
名
の
タ
イ
ト
ル
と
一
致
す
る

）
26
（

。
先
に
見
た
よ
う
に
、
歴
名
に
見
え
る
戸
主
の
う

ち
、
三
宅
連
・
石
辺
君
・
馬
道
首
・
三
寸
造
・
大
友
主
寸
・
大
友
・
石
木
主
寸
な
ど

の
氏
族
名
は
、
光
相
寺
二
号
・
四
号
や
墨
書
土
器
、
宮
ノ
内
二
号
・
六
号
な
ど
に
見

え
、
歴
名
に
見
え
る
戸
主
の
氏
族
名
と
一
致
し
、
こ
の
地
が
馬
道
郷
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
歴
名
に
見
え
る
人
名
の
う
ち
、
登
美
史
・
馬
道
首
・
大
友
主
寸
・

佐
多
直
・
石
木
主
寸
・
郡
主
寸
の
諸
氏
が
、
い
わ
ゆ
る
漢
人
村
主
の
志
賀
漢
人
の
一

族
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
森
ノ
内
一
号
木
簡
の
示
す
と
こ
ろ
は
、
志
賀
漢
人
の
一

族
た
ち
が
、
馬
道
郷
の
主
要
な
居
住
者
で
、
西
河
原
遺
跡
群
に
あ
っ
た
施
設
に
関
わ

り
を
も
つ
人
々
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
渡
来
人
集

団
は
、
倭
漢
氏
の
配
下
と
し
て
、
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
前
半
に
、
中
央
か
ら
大
津

北
郊
に
あ
っ
た
国
の
出
先
機
関
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
職
務
に
よ
り
、
近
江
各
地
の
水

陸
交
通
の
要
衝
に
配
置
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
河
原
遺
跡
群
は
、

そ
の
機
能
や
集
住
の
あ
り
方
か
ら
み
て
、
志
賀
漢
人
の
活
動
す
る
、
湖
東
地
域
の
重

要
拠
点
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

ハ
　
貸
稲（
出
挙
）の
記
録
・
倉
札

　

こ
の
遺
跡
群
出
土
木
簡
で
、
多
数
を
占
め
る
の
が
「
貸
稲
」＝
出
挙
の
関
わ
る
記

録
簡
で
あ
る
。
森
ノ
内
一
四
号
・
七
号
・
八
号
と
光
相
寺
四
号
は
、
出
挙
の
記
録
帳

簿
類
で
、
宮
ノ
内
一
号
・
三
号
〜
六
号
は
、
形
態
・
内
容
・
出
土
状
況
か
ら
み
て
、

蔵
に
常
備
さ
れ
た
「
倉
札
」
と
考
え
ら
れ
る
。

森
ノ
内
一
四
号

・
廿
□

□
□　

□
利
直
十
束　

　
　
　
　

・
又
中
直
五
十
又
五
十
□〔

直
ヵ
〕

□
卅
□
利
直
卅
□
□
見
卅
五
束 

（121

）×22

×2　

081

（
B
面
）

・「
戸
主 

石
辺
君
玉
足 

戸
主 

大
友
行
□
□ 

戸
主 

□
□
□
□
□ 

□〔
戸

□主
ヵ
〕□

□
□
□
年
廿

正
丁

　

戸
主 

三
宅
連
唯
麻
呂 

戸
主 

佐
多
直
鳥 

戸
主 

黄
文　

　
　

 

　
　
　
　
　
　

年
卅

正
丁

　

戸
主 

登
美
史
東
人 

戸
主 

石
木
主
寸　

　

呂 

戸
主 　

　
　
　

    

同
戸　

　

人
足 

年
卅
二

正
丁

　

戸
主 

馬
道
首
少
廣 

戸
主 

郡
主
寸
得
足 

□
□ 　

　
　
　
　

 

□
□　

　
　
　
　
　
　

」
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×8　
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（刻線）

（刻線）
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二
期
の
森
ノ
内
一
四
号
は
、
人
名
は
見
え
な
い
が
、「
利
直
」「
十
束
」「
卅
五
束
」

な
ど
の
表
現
か
ら
、
貸
稲
の
利
息
に
関
わ
る
記
録
類
と
推
測
さ
れ
る
。

　

三
期
の
光
相
寺
四
号
は
、
裏
面
に
「
馬
道
」
と
あ
り
、
こ
の
地
の
居
住
者
馬
道
首

氏
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。「
田
物
」
に
つ
い
て
は
、
よ
く
判
ら
な
い
が
、
農
作
物
に

関
わ
る
税
な
ど
、
農
民
の
負
担
に
関
わ
る
も
の
で
、
表
面
の
四
字
目
が
、「
利
」
と

読
め
る
な
ら
、
こ
れ
も
貸
稲
に
係
る
記
録
と
言
え
よ
う
。

　

同
じ
く
三
期
の
森
ノ
内
七
号
は
、
表
面
に
は
「
刀
良
女
」
と
い
う
女
性
の
名
が
見

え
、
裏
面
に
は
、「
馬
評
」
な
る
行
政
区
画
名
と
「
倭
ア
連
加
久
支
」
と
い
う
、
こ

れ
も
女
性
と
み
ら
れ
る
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
人
名
の
下
に「
六
十
束
」「
百
廾
束
」

と
い
っ
た
稲
束
数
が
見
え
て
お
り
、
貸
稲
の
数
値
や
そ
の
利
息
に
関
わ
る
記
録
で
あ

ろ
う
。

　

同
じ
く
三
期
の
森
ノ
内
八
号
は
、
残
存
長
三
二
．八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
．七

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
型
の
記
録
簡
と
み
ら
れ
る
。
墨
痕
が
不
鮮
明
で
内
容
は
明
ら

か
で
な
い
が
、「
□
□
□
首
□
稲
」
と
あ
り
、
ま
た
「
□
□
首
貸
稲
大
卅
束
記
」
と

あ
る
か
ら
、
□
□
首
（
お
そ
ら
く
他
の
文
字
資
料
か
ら
馬
道
首
と
み
ら
れ
る
）
な
る

人
物
へ
の
、
貸
稲
に
関
わ
る
管
理
記
録
と
み
ら
れ
る
。
す
で
に
、
韓
国
扶
余
の
双
北

里
遺
跡
出
土
の
、
戊
寅
年
（
六
一
八
）
の
年
紀
を
も
つ
「
佐
官
貸
食
記
」
な
ど
、
韓

国
木
簡
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
27
（

。

　

こ
れ
ら
一
連
の
木
簡
は
、
出
土
場
所
も
、
遺
跡
の
中
枢
で
あ
る
森
ノ
内
遺
跡
・
光

相
寺
遺
跡
で
あ
り
、
公
出
挙
の
管
理
記
録
と
し
て
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
施
設
で
作
成
・

保
管
さ
れ
、
後
に
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
遺
跡
で
、
実
際
に

出
挙
の
運
営
と
記
録
に
あ
た
っ
た
人
物
が
特
定
で
き
る
の
が
、
次
の
宮
ノ
内
遺
跡
出

土
の
木
簡
で
あ
る
。

宮
ノ
内
一
号

・「
庚
子
年
十
二
□〔

月
ヵ
〕□ 　

　
　
　
　
　
　
　

   

□〔
記
ヵ
〕□

千
五 

 

̊
」

・「 

̊
」 

662

×41

×10　

011

宮
ノ
内
三
号

・「
壬
寅
年
正
月
廿
五
日　

三
寸
造
廣
山
「
□
□
」

勝
鹿
首
大
国
「

〔
八
十
ヵ
〕

 　
　

  ̊

」

・「

□
田
二
百
斤

　
□
□

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

̊

　

 

　

 

」 
272

×44

×7　

011

宮
ノ
内
四
号

・「
辛
卯
年
十
二
月
一
日
記
宣
都
宣
椋
人
□
稲
千
三
百
五
十
三
半
把
。」

595

×41

×10　

011

光
相
寺
四
号

・「
田
物
□
□〔

利
ヵ
〕□

・「
馬
道
□
□ 

（120

）×29

×5　

019

森
ノ
内
七
号

・　

百
廿
束
馬
評
□〔

甘
ヵ
〕毎

倭

ア
連
加
久
支
廿
束
」

・
刀
良
女
六
十
束　

」 

（186

）×46

×7　

019

森
ノ
内
八
号

・　
　
　
　
　
　
　

 

□
〔
符
□道

ヵ
〕
　

□
申
□
□
□
首
□
稲
□
□
□　

　
　

　
　
　
　
　
　

　
                    

」

・                                         
□
□
首
貸
稲
大
卅
束
記　

 

」 

328

×37

×9　

011
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す
べ
て
四
期
の
木
簡
で
あ
る
が
、
宮
ノ
内
一
号
は
昭
和
六
〇
年
度
の
試
掘
調
査
で

出
土
し
て
い
る
。
平
成
一
七
年
の
調
査
に
よ
り
、
同
じ
掘
立
柱
建
物
の
柱
抜
き
取
り

穴
か
ら
出
土
し
た
こ
と
が
確
定
し
た
。
人
為
的
に
中
央
部
で
折
ら
れ
て
出
土
し
、
下

端
中
央
に
円
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
庚
子
年
は
文
武
四
年
（
七
〇
〇
）。
大
半
が
読

め
な
い
が
、
下
半
に
「
□
□
千
五
」
と
あ
り
、
宮
ノ
内
四
号
と
、
ほ
ぼ
同
じ
形
式
の

記
載
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る

）
28
（

。
貸
稲
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

宮
ノ
内
三
号
は
、
下
端
や
や
左
よ
り
に
円
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
壬
寅
年
は
大
宝

二
年
（
七
〇
二
）。
裏
面
に
も
墨
痕
は
見
ら
れ
る
が
、薄
く
て
読
め
な
い
。「
三
寸
造
」

は
森
ノ
内
一
号
木
簡
の
歴
名
の
中
に
見
え
る
が
、「
勝
鹿
首
」
は
初
見
。
つ
ぎ
の
四

号
木
簡
に
見
え
る
「
宣
都
宣
椋
人
」
の
「
宣
都
宣
」
も
カ
ツ
カ
で
、
カ
バ
ネ
は
異
な

る
が
同
じ
ウ
ジ
名
と
な
る
。
日
付
の
下
に
二
行
書
き
の
人
名
が
あ
り
、
そ
の
下
に
サ

イ
ン
状
の
も
の
が
み
え
る
。
こ
ち
ら
が
裏
面
で
、
受
け
取
り
の
確
認
の
よ
う
な
も
の

か
。
反
対
面
に
「
□
田
二
百
斤
」
と
あ
り
、
貸
稲
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

宮
ノ
内
四
号
は
人
為
的
に
中
央
で
二
つ
に
折
ら
れ
て
い
る
。
下
端
右
よ
り
に
円
孔

が
穿
た
れ
、辛
卯
年
は
持
統
五
年（
六
九
一
）。
片
面
の
み
に
墨
書
が
あ
る
。「
某
日
記
」

は
八
世
紀
初
頭
以
前
の
表
記
法
。「
稲
千
三
百
五
十
三
半
把
」
は　

稲
一
三
五
束
三

把
五
分
と
な
り
、
倉
庫
に
収
納
さ
れ
る
量
と
し
て
は
少
な
い
の
で
、
出
挙
に
関
わ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。「
宣
都
宣
椋
人
」
へ
の
貸
稲
の
量
を
記
録
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

ま
た
、「
五
十
三
半
把
」
と
数
量
が
半
端
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貸
付
で
は
な
く
返
納

に
関
わ
る
記
録
と
み
ら
れ
る
。「
椋
人
」
の
例
と
し
て
は
、
高
島
市
永
田
遺
跡
出
土

の
、
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
の
歴
名
木
簡
に
、「
秦
椋
人
酒
公
」
が
み
え
て
お

り
、
ま
た
、『
正
倉
院
文
書
』
の
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
七
月
二
七
日
付
の
「
近

江
国
甲
可
郡
司
解
」
に
、
甲
賀
郡
蔵
部
郷
の
戸
主
に
「
椋
人
刀
良
売
」
が
見
え
て
い

る
。
い
ず
れ
も
蔵
の
管
理
に
関
わ
っ
た
渡
来
系
氏
族
と
み
ら
れ
る
。

　

宮
ノ
内
五
号
は
、
下
半
が
折
損
し
、
右
辺
に
割
れ
が
あ
る
。
内
容
は
、「
別
俵
」

と
い
う
表
現
や
、「
舂
稲
」
と
あ
る
か
ら
、
収
蔵
す
る
稲
か
ら
舂
稲
と
し
て
提
出
す

る
も
の
を
、
取
り
出
す
な
ど
の
行
為
と
関
わ
る
か
。
裏
面
の
「
百
束
」
の
つ
ぎ
の
欠

字
が
、残
画
か
ら
「
貸
」
の
可
能
性
が
あ
り
、こ
れ
も
出
挙
に
も
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

宮
ノ
内
六
号
は
上
半
が
欠
損
し
て
い
る
。下
端
右
寄
り
に
円
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。

内
容
は
表
面
に
は
「
□
刀
自
」
ら
二
人
に
「
貸
稲
」
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
裏
面
に

は
二
人
の
名
が
二
行
書
き
さ
れ
、そ
の
下
に「
二
人
知
」と
あ
る
か
ら
、お
そ
ら
く「
貸

稲
」
の
保
証
人
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
稲
の
数
量
の
単
位
を
表
わ
す
文
字
は
、
宮
ノ

内
三
号
に
も
見
え
る
稲
の
重
量
を
示
す「
斤
」と
み
ら
れ
る
。「
文
作
人
」に
つ
い
て
は
、

「
貸
稲
」
の
契
約
書
の
作
成
者
で
あ
ろ
う
。
出
挙
の
具
体
的
な
運
営
を
示
す
記
録
簡

と
い
え
よ
う
。
な
お
韓
国
の
「
大
邱
戊
戌
銘
塢
作
碑
」
に
碑
文
の
作
者
を
「
文
作
人
」

と
す
る
記
載
が
見
え
る
。「
戊
戌
年
」
は
新
羅
眞
智
王
三
年
（
五
七
八
）
と
推
定
さ

れ
て
お
り

）
29
（

、
こ
う
し
た
記
載
方
法
が
朝
鮮
半
島
か
ら
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
木
簡
の
作
成
者
で
あ
る
石
木
主
寸
は
、
森
ノ
内
一
号
の
戸
主
歴
名

に
見
え
る
よ
う
に
、
志
賀
漢
人
の
一
員
で
あ
り
、
馬
道
里
の
居
住
者
で
あ
る
。
そ
し

て
当
然
、
西
河
原
遺
跡
群
の
施
設
で
活
動
し
て
い
た
「
官
人
」
と
み
ら
れ
、
こ
う
し

た
渡
来
人
集
団
に
よ
っ
て
、
多
く
の
木
簡
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
具
体
的
に

裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。（
第
7
図
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
木
簡
の
大
半
が
短
冊
状
を
呈
し
、
四
〜
四
．五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
幅
の
広
い
も
の
で
、
長
さ
も
上
・
下
半
が
欠
失
す
る
五
号
・
六
号
を
含
め
一
号
・

宮
ノ
内
五
号

・
□
□　

　

別
俵
二
石
舂
稲

・　
　
　
　

□
石
□
□
百
束
□〔

貸
ヵ
〕

 

（307

）×（39

）×7　

081

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
ノ
内
六
号

・
□
刀
自
右
二
人
貸
稲
□

〔
十

□斤
ヵ
〕稲

二
百
□〔

斤
ヵ
〕又

□
□
稲
卌
□〔

斤
ヵ
〕貸　

　
　

。」　

・　

□
人
佐
太
大
連

□
首
弥
皮
加
之
二
人
知　

　
　
　
　

文
作
人
石
木
主
寸
文
通

。」

（289

）×45

×5　

019
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四
号
の
四
点
は
、
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
を
測
る
長
大
な
も
の
で
あ
る
。
三

号
も
半
分
の
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
弱
と
、
規
格
性
を
も
つ
て
い
る
。
年
紀
の
示
す

大
宝
令
制
定
前
後
の
時
期
に
対
応
す
る
、
古
い
地
方
木
簡
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
過
半
を
欠
失
す
る
五
号
を
除
き
、
一
・
三
・
四
・
六
号
の
下
端
に
隅
丸
方
形
の

穿
孔
が
あ
り
、
束
ね
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　

ま
た
四
号
に
「
稲
千
三
百
五
十
三
半
把
」、
五
号
に
「
別
俵
二
石
舂
稲
」「
□
石
□

□
百
束
□
」、
六
号
に
「
□
刀
自
右
二
人
貸
稲
」「
稲
二
百
□
又
□
□
稲
卌
□
貸
」
な

ど
、
貸
稲
（
出
挙
）
と
米
に
関
わ
る
記
述
が
あ
り
、
右
に
見
た
よ
う
に
束
ね
て
使
用

さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
一
連
の
木
簡
が
稲
の
貸
借
（
出
納
）・
保
管
な
ど

に
関
わ
る
倉
札
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
木
簡
が
、
大
型
の

倉
庫
と
み
ら
れ
る
建
物
の
廃
絶
後
の
、
柱
根
抜
き
取
り
穴
に
合
わ
せ
、
半
切
し
て
投

棄
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
倉
庫
で
使
用
さ
れ
た
後
、
そ
の
廃
絶
に
伴
い
投
棄
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
倉
庫
は
、
調
査
地
点
の
周
辺
に
多
数
存

在
し
た
と
み
ら
れ
、
郡
家
の
管
理
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

図 7　宮ノ内遺跡木簡出土地点図

　

こ
の
木
簡
は
、
出
挙
の
管
理
の
た
め
の
作
成
さ
れ
た
「
倉
札
」
で
、
こ
の
地
で
倉

庫
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た
「
官
人
」
が
記
載
・
管
理
し
た
と
み
ら
れ
る
。「
文
作
人
」

と
あ
る
石
木
主
寸
文
通
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
森
ノ
内
一
号
の
歴
名
木
簡
に
も
見

え
る
志
賀
漢
人
の
一
族
で
あ
り
、こ
の
地
の
施
設
に
勤
務
す
る
渡
来
人
と
み
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
倉
の
管
理
に
も
、
志
賀
漢
人
た
ち
渡
来
系
氏
族
・
渡
来
人

が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ニ
　
そ
の
他
の
記
録
簡

光
相
寺
一
号

・「
□〔

買
□塩
□卅
□俵

ヵ
〕三 

（234

）×（24

）×6　

081

虫
生
一
号

・
□
マ
□〔

欲
ヵ
〕□

卌
束
分
□
入
物
□
□
□
□
進
」

・
神
亀
六
年
正
月
卅
日 

」 

（267

）×30

×8　

019

　

光
相
寺
一
号
は
、
二
期
の
も
の
で
、
塩
の
売
買
に
関
わ
る
記
録
と
み
ら
れ
る
が
、

詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

四
期
の
虫
生
一
号
は
、
短
冊
形
の
木
簡
で
、
上
端
が
強
く
折
り
取
ら
れ
て
い
る
。

表
面
に
は
墨
痕
が
あ
る
が
、
す
べ
て
釈
読
で
き
て
な
い
が
、
最
初
に
「
□
マ
（
部
）」

と
い
う
人
名
が
あ
り
、
そ
の
後
に
、「
卌
束
分
□
入
分
□
□
□
□
進
」
と
あ
る
の
で
、

「
□
マ
」
に
米
を
進
上
し
た
際
の
添
え
状
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
□
マ
」
は
、
年
代
は

違
う
が
、
森
ノ
内
二
号
に
見
え
る
「
ト
部
」
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う

な
ら
西
河
原
遺
跡
群
の
居
住
者
で
、
こ
の
施
設
の
有
力
者
と
な
る
。
裏
面
に
は
、
干

支
年
号
の
多
い
西
河
原
遺
跡
群
で
は
、
唯
一
元
号
の
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
。
神
亀

六
年
は
聖
武
天
皇
の
治
世
の
七
二
九
年
に
あ
た
り
、
こ
の
年
、
年
号
が
変
わ
り
天
平

元
年
と
な
る
。
進
上
手
続
き
を
と
っ
た
日
付
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
木
簡
も
、
物
品

の
売
買
や
出
納
に
関
わ
る
も
の
で
、
こ
の
施
設
の
性
格
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
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③
荷
札
・
付
札　

　

上
端
の
両
側
に
V
字
の
切
込
み
が
あ
り
、
形
態
的
に
は
荷
札
・
付
札
と
み
ら
れ
る

の
が
、
森
ノ
内
一
七
号
・
一
八
号
・
光
相
寺
二
号
の
三
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
二
期

に
属
す
る
。
い
ち
お
う
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

森
ノ
内
一
七
号

・「
＜
□
□
□
□〔

五
□十

ヵ
〕□　

」

・「
＜
□
□
戸
□〔

福
□人

ヵ
〕

　
　

」 
136

×19

×3　

033

森
ノ
内
一
八
号

・「
＜
比
利
田
□〔

多
□比
□ア
□麻

ヵ
〕□

」

・「
＜
阿
皮
古
俵　

　
　
　

」 
135

×18

×4　

032

光
相
寺
二
号

・「
＜
大
友
部
龍
」 

142

×18

×5　

032

　

森
ノ
内
一
七
号
は
、ほ
と
ん
ど
釈
読
で
き
な
い
が
、「
五
十
」
と
い
う
数
字
が
見
え
、

物
品
に
付
さ
れ
た
荷
札
か
付
札
の
可
能
性
が
高
い
。

　

森
ノ
内
一
八
号
に
は
、「
阿
皮
古
」
と
い
う
ウ
ジ
名
と
「
俵
」
と
あ
り
、
山
尾
氏

は
こ
れ
を
庸
米
に
関
る
付
札
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
市
大
樹
氏
は
、
西
河
原
遺
跡
群
が
、

木
簡
に
見
え
る
馬
道
里
（
郷
）
で
は
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、
こ
こ
に
見
え
る
「
比

利
田
」
を
、
こ
の
地
の
地
名
と
す
る
案
を
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
木
簡
の
性
格

が
今
一
つ
明
ら
か
で
な
く
、
現
時
点
で
、
こ
の
遺
跡
の
所
在
地
と
す
る
こ
と
は
無
理

で
あ
ろ
う
。

　

光
相
寺
二
号
は
人
名
の
み
で
、
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
付
札
で
あ
ろ
う
。「
大

友
部
」
は
部
姓
で
は
な
く
、
大
友
部
史
氏
の
略
称
と
み
ら
れ
る
。『
続
日
本
紀
』
天

平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
六
月
二
五
日
条
に
、
大
和
国
葛
上
郡
人
従
八
位
上
桑
原
史

年
足
ら
男
女
九
六
人
と
、
近
江
国
神
崎
郡
人
正
八
位
下
桑
原
史
人
勝
ら
一
一
五
五
人

が
藤
原
朝
臣
不
比
等
の
名
に
抵
触
す
る
「
史
」
姓
を
改
め
る
こ
と
を
申
し
出
た
の
で
、

新
た
に
「
直
」
姓
を
賜
っ
た
こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
時
年
足
と
人
勝
ら
は
、
そ
の
先

祖
「
後
漢
苗
裔
鄧
言
興
并
帝
利
等
」
が
仁
徳
朝
に
高
句
麗
か
ら
渡
来
し
た
こ
と
、
そ

の
後
同
姓
で
あ
っ
た
人
々
が
数
姓
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
同
じ
姓
を
賜
り
た

い
と
申
し
出
た
の
で
、
桑
原
史
氏
の
ほ
か
大
友
桑
原
史
・
大
友
史
・
大
友
部
史
・
桑

原
史
戸
・
史
戸
ら
に
直
姓
を
賜
っ
た
と
あ
る
。
志
賀
漢
人
の
移
住
前
の
居
住
地
と
み

ら
れ
る
大
和
の
一
族
と
、同
族
的
結
合
を
依
然
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に
み
え
る
大
友
部
史
氏
は
い
わ
ゆ
る
森
の
内
二
号
に
み
え
る
、
志
賀
漢
人
一
族

の
、
大
友
但
波
史
氏
と
関
わ
る
ら
し
い
。
ま
た
、
森
ノ
内
一
号
に
見
え
る
「
大
友
□
」

も
大
友
部
史
の
可
能
性
が
高
く
、
も
し
そ
う
な
ら
、
こ
の
付
札
も
こ
の
施
設
で
使
用

さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
付
札
木
簡
で
ふ
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
神
埼
郡
の
湖
辺
に
所
在
す
る
、
東

近
江
市
（
旧
能
登
川
町
）
の
柿
堂
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
こ
と
で
あ
る
。
柿
堂

遺
跡
で
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
頭
の
河
道
か
ら
、
短
冊
型
の
木
簡
一
点
が

出
土
し
て
い
る
。
い
ち
お
う
八
世
紀
の
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
釈
文
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

・
□
□
錦
織
主
寸
□

・
□
□　

小
白
在 

135

×25

×3　

033

　
「
錦
織
主
寸
□
」
と
い
う
志
賀
漢
人
一
族
の
人
名
が
見
え
る
。
こ
の
遺
跡
の
居
住

者
と
見
ら
れ
、こ
の
人
物
に
関
わ
る
庸
米
の
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。「
小
白（
こ
し
ろ
）」

は
、
稲
の
品
種
で
晩
稲
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
付
札
は
、
一
般
的
な
付

札
木
簡
と
異
な
り
、
上
端
が
尖
が
っ
て
お
り
、
下
端
の
片
法
に
V
字
の
切
込
み
が
あ

る
。
韓
国
の
城
山
城
木
簡
な
ど
に
類
例
の
あ
る
も
の
で
、
作
成
者
が
そ
の
影
響
下
に

あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る

）
30
（

。
志
賀
漢
人
の
一
族
に
関
わ
る
こ
と
は
、注
目
さ
れ
よ
う
。
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（
第
8
図
）

図8　柿堂遺跡木簡赤外線写真

C
　
小
結
│
西
河
原
遺
跡
群
と
出
土
木
簡
の
性
格
と
渡
来
人
集
団
│

　

西
河
原
遺
跡
群
は
、
遺
構
･
遺
物
か
ら
み
て
も
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半

に
そ
の
盛
期
が
あ
り
、
一
般
集
落
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
様
相
を
示
し
て
い
る
。
遺

跡
群
の
中
枢
は
、
大
型
の
建
物
と
そ
れ
を
区
画
す
る
溝
の
存
在
や
出
土
遺
物
か
ら
み

て
、
森
ノ
内
遺
跡
に
北
半
に
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
大
和
政
権
に
製
品
を
提
供
し
て
い

た
鏡
山
古
窯
跡
群
の
、
土
器
選
別
場
も
併
設
さ
れ
て
い
た
。
光
相
寺
遺
跡
は
、
こ
れ

に
準
ず
る
遺
跡
群
の
中
枢
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
宮
ノ
内
遺
跡
・
湯
ノ
部
遺
跡
の
周

辺
は
、
鍛
冶
工
房
・
木
製
品
工
房
と
、
倉
庫
群
が
広
が
っ
て
お
り
、
地
方
官
衙
が
所

在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

　

出
土
し
た
木
簡
の
検
討
か
ら
も
、
こ
の
地
に
は
、
中
央
な
い
し
「
近
江
国
庁
」
と

の
、
文
書
の
や
り
取
り
を
し
、
使
者
が
往
来
す
る
公
的
機
関
が
あ
り
、「
馬
道
」
と

い
う
地
名
や
、
馬
道
首
の
居
住
か
ら
、
陸
上
交
通
（
初
期
の
駅
路
）
の
拠
点
が
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
施
設
に
は
、
港
湾
施
設
が
あ
り
、
琵
琶
湖
の
水
上
交
通
を
利

用
し
た
、
物
流
・
交
易
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
こ
の
地
で
は
、
織
物
生
産
の
縫
製
工
房
を
は
じ
め
、
徴
税
に
関
わ
る
業
務
と
、
貸

稲
＝
公
出
挙
の
管
理
が
行
わ
れ
、
倉
庫
群
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
そ
の
形
態
・
内

容
か
ら
、
倉
庫
の
出
納
に
か
か
る
「
倉
札
」
と
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
郡
符
木
簡
の
出
土
に
よ
り
、
こ
の
地
の
施
設
が
、
初
期
の
野
洲
郡
家
（
安

評
家
）
で
あ
る
可
能
性
が
強
ま
り
、
い
っ
ぽ
う
、
戸
主
の
歴
名
木
簡
な
ど
か
ら
は
、

こ
の
地
の
居
住
者
の
多
く
が
、
大
津
北
郊
に
拠
点
を
も
つ
、
倭
漢
氏
の
配
下
の
志
賀

漢
人
の
一
族
で
あ
り
、
こ
の
地
が
馬
道
里
で
あ
る
可
能
性
も
高
く
な
っ
た
。
私
は
、

野
洲
郡
家
が
馬
道
里
（
郷
）
に
所
在
し
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、宮
ノ
内
六
号
に
「
文

作
人
」
と
み
え
る
石
木
主
寸
文
通
は
、「
倉
札
」
の
作
成
者
で
あ
り
、
こ
の
地
に
居

住
す
る
志
賀
漢
人
一
族
が
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
施
設
で
、
文
書
の
作
成
な
ど
の
行
政

実
務
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
、
具
体
的
に
裏
付
け
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
北
大
津
遺
跡
・
西
河
原
遺
跡
群
出
土
木
簡
を
中
心
に
、
近
江
の
渡
来
人
と

文
字
文
化
の
受
容
に
つ
い
て
、
雑
駁
な
検
討
を
加
え
た
。
近
江
に
お
い
て
、
天
智
・

天
武
朝
に
遡
る
木
簡
が
、
比
較
的
多
く
出
土
す
る
こ
と
と
、
こ
の
地
に
早
く
か
ら
渡

来
人
集
団
が
集
住
し
、
活
動
し
て
い
た
こ
と
と
深
く
関
わ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で

き
た
。
た
だ
、
近
江
に
お
け
る
文
字
文
化
の
受
容
は
、
中
央
か
ら
移
住
し
た
渡
来
人

集
団
が
担
っ
て
お
り
、移
住
し
た
年
代
か
ら
み
て
六
世
紀
に
遡
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
裏
付
け
る
木
簡
な
ど
の
文
字
資
料
は
、
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
西
河
原
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
木
簡
か
ら
は
、
こ
う
し
た
渡

来
人
集
団
の
具
体
的
な
活
動
の
状
況
を
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

す
な
わ
ち
木
簡
に
は
、
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
こ
の
地
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
も
、

こ
の
地
で
作
成
さ
れ
、
使
用
後
こ
の
地
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
の
い
ず
れ
に
も
、
韓
国

木
簡
の
影
響
が
強
く
み
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の

中
央
・
地
方
に
関
わ
ら
ず
、
政
府
の
行
政
事
務
、
文
書
行
政
に
実
際
携
わ
っ
て
い
た

の
は
、
倭
漢
氏
・
秦
氏
な
ど
の
渡
来
系
氏
族
と
、
そ
の
配
下
の
人
た
ち
が
中
心
で
あ

り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
最
新
の
韓
半
島
に
お
け
る
文
字
文
化
が
、
素
早
く
受
容
さ
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れ
、
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
西
河
原
遺
跡
群
や
そ
の
周
辺
に

居
住
し
、
様
々
な
行
政
業
務
に
当
た
っ
て
い
た
の
は
、
六
世
紀
前
半
ご
ろ
か
ら
、
琵

琶
湖
を
め
ぐ
る
物
流
を
掌
握
す
る
た
め
、
大
津
北
郊
の
大
和
政
権
の
政
治
拠
点
に
派

遣
・
移
住
し
た
、
倭
漢
氏
の
配
下
の
漢
人
村
主
の
一
団
で
あ
り
、
志
賀
に
居
住
す
る

漢
人
と
い
う
こ
と
で
、
志
賀
漢
人
と
総
称
さ
れ
る
渡
来
人
集
団
で
あ
っ
た
。

　

志
賀
漢
人
の
一
族
は
、
そ
の
後
近
江
各
地
の
物
流
拠
点
に
進
出
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
て
活
動
し
た
と
み
ら
れ
、
西
河
原
遺
跡
群
は
、
そ
の
中
で
も
、
そ
の
機

能
や
集
住
形
態
か
ら
み
て
、
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
前
代
の
葦
浦
屯
倉
の
系
譜
を

引
く
、
湖
東
の
中
核
的
な
拠
点
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
西
河
原

遺
跡
群
の
あ
り
方
は
、
わ
が
国
の
初
期
律
令
体
制
の
形
成
に
あ
た
っ
て
、
令
制
以
前

の
族
制
的
な
関
係
が
、
巧
み
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ

）
31
（

、
律
令
社
会
の

成
立
期
の
地
方
の
様
相
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
視
角
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
西
河

原
遺
跡
群
に
つ
い
て
は
、
木
簡
に
見
え
る
渡
来
人
集
団
と
、
野
洲
郡
馬
道
里
の
住
民

と
の
関
わ
り
や
、
郡
家
の
所
在
地
を
め
ぐ
り
、
い
ま
だ
未
確
定
な
問
題
も
あ
り
、
今

後
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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町
内
遺
跡
発
掘
調
査

年
報
』　

中
主
町
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
一
）、
辻
広
志
「
滋
賀
・
虫
生
遺
跡
」（『
木
簡
研
究
』

12
号　

一
九
九
〇
）

（
18
）　

森
公
章
「
木
簡
か
ら
見
た
郡
務
と
国
務
」（『
地
方
木
簡
と
郡
家
の
機
構
』　

同
成
社　

二
〇
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〇
九
）

（
19
）　

山
尾
幸
久
「
森
ノ
内
遺
跡
出
土
の
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
」（『
木
簡
研
究
』
12
号　

一
九
九
〇
）、

稲
岡
耕
二
「
国
語
の
表
記
史
と
森
ノ
内
遺
跡
木
簡
」（『
木
簡
研
究
』
9
号　

一
九
八
七
）

（
20
）　

犬
養
隆
「
森
ノ
内
遺
跡
出
土
手
紙
木
簡
の
書
記
様
態
」（『
木
簡
に
よ
る
日
本
語
表
記
史
』　

笠
間
書
院　

二
〇
〇
八　

増
訂
版　

二
〇
一
一
）

（
21
）　

大
橋
信
弥
「
十
里
遺
跡
出
土
の
天
武
朝
木
簡
に
つ
い
て
」（『
古
代
豪
族
と
渡
来
人
』　

吉
川

弘
文
館　

二
〇
〇
四
）

（
22
）　

李
成
市
「
朝
鮮
の
文
書
行
政　

六
世
紀
の
新
羅
」（『
文
字
と
古
代
日
本
2　

文
字
に
よ
る
交

流
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
五
）、三
上
喜
孝
「
文
書
様
式
『
牒
』
の
授
受
を
め
ぐ
る
一
考
察
」

（『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
』
7　

二
〇
〇
六
）、
市
大
樹
「
慶
州
月
城
垓
字
出

土
の
四
面
墨
書
木
簡
」（
奈
良
文
化
財
研
究
所
・
大
韓
民
国
文
化
財
研
究
所
編
『
日
韓
文
化
財

論
集
Ⅰ
』　

奈
良
文
化
財
研
究
所
学
報
77
冊　

二
〇
〇
八　

後
に
『
飛
鳥
藤
原
木
簡
の
研
究
』

塙
書
房　

二
〇
一
〇
に
収
録
）

（
23
）　

平
川
南
「
郡
符
木
簡
」（『
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
三
）、
市
大
樹

「
西
河
原
木
簡
群
の
世
界
」（『
古
代
地
方
木
簡
の
世
紀
│
文
字
資
料
か
ら
見
た
古
代
の
近
江
│
』

前
掲
）

（
24
）　

山
尾
幸
久
「
古
代
近
江
の
早
馬
道
」（
上
田
正
昭
編
『
古
代
の
日
本
と
渡
来
の
文
化
』　

学
生

社　

一
九
九
七
）

（
25
）　
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
二
十
七
）
│
長
屋
王
家
木
簡
4
│
』（
国
立
奈
良
文
化

財
研
究
所　

一
九
九
三
）

（
26
）　
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
十
四
）』（
国
立
奈
良
文
化
財
研
究
所　

一
九
八
一
） 

（
27
）　

三
上
喜
孝
「
古
代
東
ア
ジ
ア
出
挙
制
度
試
論
」（
工
藤
元
男
・
李
成
市
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア

古
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』　

雄
山
閣　

二
〇
〇
九　

後
に
『
日
本
古
代
の
文
字
と
地
方
社

会
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
三
に
所
収
）

（
28
）　
『
県
道
荒
見
・
上
野
・
近
江
八
幡
線
単
独
道
路
改
良
工
事
（
木
部
・
八
夫
工
区
）
に
伴
う

埋
蔵
文
化
財
試
掘
調
査
報
告
書
』（
中
主
町
教
育
委
員
会
・
中
主
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
会　

一
九
八
七
）

（
29
）　

平
川
南
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
30
）　

平
川
南
「
韓
国
・
城
山
山
城
木
簡
」（『
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
三
）

（
31
）　

大
橋
信
弥
「
近
江
に
お
け
る
律
令
国
家
成
立
期
の
一
様
相
│
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
群
の
性
格

を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
淡
海
文
化
財
論
叢
』
第
一
輯　

二
〇
〇
六
）、
同
「
近
淡
海
安
国
造
と
葦

浦
屯
倉
│
西
河
原
木
簡
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
│
」（
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
編
『
古
代
地

方
木
簡
の
世
紀
』　

サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版　

二
〇
〇
八
）

（
二
〇
一
四
年
一
月
七
日
受
付
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
六
日
審
査
終
了
）

（
成
安
造
形
大
学
非
常
勤
講
師
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
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OHASHI Nobuya

Ancient wooden tablets excavated from Nishigawara and other parts of the Omi region are 

important historical materials, though small in number, to investigate the movement of central and 

local powers in the process of building a ritsuryo nation from the late seventh to the early eighth 

century. In addition, because there were many Chinese and Korean immigrants and their descendants 

in Omi at that time, their role in the acceptance of textual culture cannot be dismissed.

One of the influential migrant clans in Omi was the Shigano-Ayahito clan, belonging to the 

Ayahitono-Suguri serving under the Yamatono-Ayauji clan. The Shigano-Ayahito clan came from 

Kawachi and Yamato around the end of fifth century to the beginning of sixth century and were 

collectively settled in Omi, where they worked diligently, engaging in the management of distribution 

along water transportation routes around Lake Biwa. It is considered that they were dispatched to 

local bases interspersed throughout Omi by the then government led by the Soga clan to establish 

distribution networks by using lake transport and that they were mainly in charge of producing 

documents （wooden tablets）. The textual materials, including wooden tablets, unearthed throughout 

Omi indicate that the Shigano-Ayahito clan quickly accepted and shared textual culture derived from 

the Korean Peninsula, their homeland, as other immigrants and descendants of immigrants working 

at the central government did.

The ongi wooden tablets （documents regarding the pronunciation and meaning of characters） 

unearthed from the Northern Otsu Site in Otsu City are the oldest ancient wooden tablets discovered 

in Omi. They describe the trials and errors in ancient times to establish the Japanese reading of 

Chinese characters, which means that while settling and working in the area after the end of the fifth 

century, an immigrant clan of the Shigano-Ayahito not only adopted the administrative document-

writing techniques established by the central government but also devised a variety of their own 

methods. The wooden tablets excavated at the Nishigawara Site in Yasu City specifically indicate the 

involvement of the Shigano-Ayahito clan who were dispatched to manage the local facility in the area. 

They controlled distribution and trade based on water transportation around Lake Biwa, as well as 

land transportation （primitive principal roads called ekiro）. They also had workshops including fabric, 

blacksmithing, and wooden tool production workshops. Moreover, they engaged in taxation and loan 
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（suiko） management in relation to rice. The concrete procedures of receipt and issue of storehouse 

materials can be seen in wooden tablets excavated from storehouse ruins. It is assumed that their 

facility was the initial Yasuno-Korinomiyake （Yasu district government）, which also had the function of 

umaya （station）. Furthermore, Miyanouchi Wooden Tablet VI contains the phrase“「bunsakunin」 

Iwaki-no-suguri-humimiti”  to indicate the name of the writer of the wooden tablet （kura-fuda）, 

which provides evidence that the Shigano-Ayahito clan who resided in the area were involved in 

document production.

Key words: Ayahitono-Suguri, Distribution of materials around Lake Biwa, Korinomiyake/Guke/

Gunke （district government office） and Umaya/Ekika （station）, Document administration


